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み
ん
な
の 

ゆ
び
の 

さ
き
っ
ち
ょ
と 

ゆ
び
と 

ゆ
び
の 

す
き
ま
、

あ
と
、
お
や
ゆ
び
の 

ま
わ
り
と 

て
の
こ
う
が 

だ
い
す
き
さ
！

そ
こ
か
ら 

み
ん
な
の 

お
め
め
や 

お
く
ち
に 

ジ
ャ
ン
プ
し
た
い
な
！
！

で
も 

せ
っ
け
ん
で 

よ
〜
く 

て
を 

あ
ら
わ
れ
ち
ゃ
う
と 

き
え
ち
ゃ
う
ん
だ
！

議長・副議長交代　議会人事決まる
３月定例会　令和２年度予算関係・議決結果
一般質問（9人）
子ども議会
次回（6月定例会）の予定 
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「３月のライオン」より「３月のライオン」より
川本三姉妹と一緒に学ぼう、手の洗い方！川本三姉妹と一緒に学ぼう、手の洗い方！
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伊谷　正昭 河村　善一副議長 議長

　3 月定例会最終日（R2.3/23）、全ての議事が終了した後、議長・副議長から辞職願が提出されたため、
後任の議長・副議長選挙が行われた。また、各委員会委員の任期が２年で満了したことから、改めて各委
員会委員の改選が行われた。

身
近
な
議
会
を
目
指
し
て

議
　
長
　
　
河
村
　
善
一

副
議
長
　
　
伊
谷
　
正
昭

　

町
民
の
皆
様
に
は
平
素
よ
り
町
議
会
に
対
し
て
、
ご
理
解

ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
役
員
改
選
に
よ
り
議
長
・
副
議
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。
も
と
よ
り
浅
学
非
才
で
あ
り
、
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
あ
り
そ
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
、
微
力
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
町
政
な
ら
び
に
住
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
最
善

を
尽
く
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
当
町
で
は
「
第
２
次
愛
荘
町
総
合
計
画
」
に
基
づ

く
２
年
目
の
ス
タ
ー
ト
を
い
た
し
ま
し
た
。
子
育
て
対
策
、

高
齢
化
対
策
や
教
育
、
環
境
、
防
災
対
策
ほ
か
、
多
く
の
課

題
を
抱
え
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
諸
問
題
に
対
し
適
切
に
対
応

し
て
い
く
た
め
、
議
会
と
執
行
機
関
で
真
摯
な
議
論
を
重
ね

る
と
と
も
に
、
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
英
知
を
結
集
し
て
、

課
題
解
決
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
な
る
議
会
改
革
を
図
り
、
透
明
性
の
高
い
運
営
な
ら

び
に
充
実
し
た
委
員
会
活
動
の
展
開
な
ど
住
民
と
議
会
が
身

近
な
も
の
と
し
て
、
皆
様
方
に
応
え
ら
れ
る
議
会
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
お
願
い

申
し
上
げ
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

議会の円滑な運営を行うために設置した委員会です。
◎竹中　秀夫　○高橋　正夫　・森野　隆　・村田　定　・伊谷　正昭

町政全般にわたる監査を行います。
吉岡　ゑミ子

議
　
会
　
人
　
事

議長・副議長交代議長・副議長交代議長・副議長交代

議会運営委員会

議会選出監査委員　

◎委員長　○副委員長常任委員会

総務産業建設常任委員会

教育民生常任委員会

広報常任委員会

行政一般・財政・農林商工・建設・下水道に関する事
項について審査する委員会です。

教育・民生に関する事項について審査する委員会です。

議会広報誌を発行するための編集を行う委員会です。

一般会計予算・決算について集中審議するために設置した委員会です。

同和問題の早期解決をめざすために設置した委員会です。

◎竹中秀夫　○森野　隆　村西作雄　西澤桂一
　伊谷正昭　　瀧すみ江　河村善一

◎高橋正夫　○澤田源宏　　村田　定　外川善正
　徳田文治　　吉岡ゑミ子　辰己　保

◎森野　隆　　○村西作雄　　澤田源宏
　村田　定　　　伊谷正昭　　瀧　すみ江

◎伊谷正昭　○竹中秀夫　　（議長を除く 13人）

◎伊谷　正昭　　　○髙橋　正夫　　　　澤田　源宏　　　森野　隆
　村田　定　　　　　吉岡ゑミ子　　　　竹中　秀夫

湖
東
広
域
衛
生
管
理
組
合

議
会
議
員　
（
４
人
）

森
野　
　

隆　

村
田　
　

定　

高
橋　

正
夫　

辰
己　
　

保　

愛
知
郡
広
域
行
政
組
合

議
会
議
員　
（
3
人
）

外
川　

善
正　

  

徳
田　

文
治　

河
村　

善
一　

彦
根
愛
知
犬
上
広
域
行
政
組
合

議
会
議
員　
（
3
人
）

澤
田　

源
宏　

　

 

伊
谷　

正
昭　

　

 

竹
中　

秀
夫　

東
近
江
行
政
組
合

議
会
議
員　
（
2
人
）

村
西　

作
雄　

西
澤　

桂
一　

議
会
選
出
の
人
事

特別委員会

議会人事決まる

予算・決算特別委員会

同和対策特別委員会
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3 月定例議会は、3 月 5 日～ 23 日の 19 日間開催され、9 議員が一般質問。
町長提案の 39 議案・議員提案の 22 件について慎重に審議を行った。

　
子
ど
も
・
子
育
て
環
境
の
充
実

・
す
こ
や
か
子
育
て
応
援
事
業

９
５
万
円

・
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

４
，３
５
７
万
円

学
力
向
上
・
教
育
環
境
の
充
実

・
児
童
生
徒
の
学
力
向
上
事
業

１
億
２
４
７
万
円

・
子
ど
も
読
書
・
学
校
図
書
館
活
性
化
事

業　
　
　
　
　
　
　
　

１
，１
９
３
万
円

・
愛
知
中
学
校
大
規
模
増
改
築
事
業

１
億
５
，０
５
３
万
円

・
学
校
施
設
等
長
寿
命
化
計
画
策
定
事
業

６
１
５
万
円

健
康
寿
命
の
延
伸

・
要
因
分
析
を
活
用
し
た
健
康
寿
命
延
伸

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

８
１
２
万
円

・
健
康
寿
命
延
伸
応
援
事
業

１
２
５
万
円

高
齢
者
の
活
躍

・
シ
ル
バ
ー
世
代
の
働
き
方
改
革
事
業

９
３
０
万
円

愛
荘
町
の
魅
力
発
信

・
ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
認
知
度
向
上
事
業

９
４
万
円

・
ふ
る
さ
と
の
納
税
事
業

２
，５
５
２
万
円

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

・
防
災
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業

３
億
４
，４
６
９
万
円

・
町
道
愛
知
川
栗
田
線
道
路
改
良
事
業

  

（
移
転
補
償
等
）

１
億
１
，０
０
０
万
円

・
土
地
改
良
施
設
大
規
模
改
修
計
画
策
定 

事
業

２
，２
０
０
万
円

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

・
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
タ
ウ
ン
創
造
事
業

３
，３
６
２
万
円

・
地
域
が
元
気
に
輝
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

活
動
推
進
事
業

２
，２
１
９
万
円

・
ま
ち
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
構
築
事
業

８
９
８
万
円

・
行
政
機
能
の
配
置
の
最
適
化
事
業

３
５
万
円

賛成 11 反対２

可
決

令和２年度 一般会計予算令和２年度 一般会計予算

( 注 )
①前年度予算に比べて６億 3，600万円増え、総額 95億 8，000万円予算。
②自主財源と依存財源の比率が約 4：6
③主な収入区分別では

主な支出区分では

　・国庫支出金
　
　・県支出金　
　
　・繰入金
　・町債

　・総務費

　・民生費

　・衛生費　

　・土木費
　
　・消防費
　・教育費　

愛知中学校等大規模増改築事業の財源とする学校施設環境改善交付金の増等により、前
年度に比べて１億 8,559 万円の増。
土地改良施設整備事業や農地整備事業の財源である土地改良事業補助金の増等により、
前年度に比べ 6,618 万円の増。
前年度より 2億 7,899 万円減の 4億 5,542 万円を財政調整基金等から取り崩す。
愛知中学校等大規模増築事業に 6,540 万円、防災行政放送施設管理事業に 3億 4,460
万円を当てるなど、緊急防災減災事業債・学校教育施設等整備事業債など地方債合計で
前年度比 4億 9,180 万円増の 10億 1,460 万円となる。

情報系パソコン更新業務の増、愛知川庁舎耐震補強 L ＥＤ化改修事業やホームページ
リニューアル業務の減等により前年度に比べて 1,619 万円の減。
障害者自立支援給付事業、町内民間保育所入所事業および放課後児童健全育成事業の増等な
ど前年度より 6,934 万円の増。
土地改良施設改良整備事業や土地改良施設大規模改修計画策定委託業務の増等により前年度
より 4,235 万円の増。
町道愛知川栗田線道路改良移転補償費の増、歌詰橋耐震補強工事に伴う豊郷町建設負担
金の減等により前年度に比べ 3,003 万円の減。
防災行政情報システム整備工事の増等により前年度より 3億 6,051 万円の増。
愛知中学校等大規模増改築事業増等により、1億 5,784 万円の増。

愛
着
と
誇
り

　
人
と
ま
ち
が
共
に
輝
く

　
　
　
み
ら
い
創
生
の
ま
ち

重
点
施
策
の
取
り
組
み

3月定例会3月定例会

6億3,157万円

30億7,691万円

5億542万円

2億3,993万円

1億6,831万円22億3,500万円

10億1,460万円

17億827万円

その他 （交付金・地方譲与税等）6.6％

町税 32.1％

繰越金・繰入金 5.3％

諸収入 2.5％

分担金・負担金・使用料・手数料・財産収入等 1.8％地方交付税 23.3％

町債（借入金） 10.6％

国・県支出金 17.8％

一般会計（収入）

自
主
財
源

自
主
財
源

41.741.7
％％

依
存
財
源

依
存
財
源

58.358.3
％％

95億8000万円

30億979万円

13億7,703万円
11億7,355万円

8億3,185万円

6億8,303万円

8億388万円

6,413万円

1億2,865万円

2億125万円

1億428万円

500万円

178万円

11億9,578万円

民生費 31.4%

教育費 14.4%
土木費 12.3%

公債費 8.7%

衛生費 7.1%

消防費 8.4%

諸支出金 0.7％

商工費 1.3%

農林水産業費 2.1%

議会費 1.1%

予備費 0.1％

労働費

総務費 12.5%

一般会計（支出）
95億8000万円

※各項目で四捨五入しているため、合計が
　合わない場合があります。

自
主
財
源

41.7
％

依
存
財
源

58.3
％

45
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67

予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
＊
抜
粋・要
約

　

令
和
２
年
度
予
算
は
、
３
月
６
日
に
提
出
さ
れ
予
算
・
決
算
特

別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
。
当
該
予
算
は
、「
第
２
次
愛
荘
町
総

合
計
画
」
２
年
目
と
な
る
予
算
で
あ
り
、
４
部
門
（
総
務
・
産
業

建
設
・
民
生
・
教
育
）
で
の
小
委
員
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、

予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
慎
重
に
審
査
を
行
っ
た
。

　

17
日
に
は
予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、
改
め
て
部
門

別
の
総
括
審
査
を
行
っ
た
。
同
特
別
委
員
会
で
の
質
疑
内
容
の
一

部
を
掲
載
す
る
。

令
和
令
和
22
年
度
一
般
会
計
予
算
を

年
度
一
般
会
計
予
算
を

　
　
　
と
こ
と
ん
チ
ェ
ッ
ク
！

　
　
　
と
こ
と
ん
チ
ェ
ッ
ク
！

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
タ
ウ
ン
創

造
事
業
の
最
終
目
標
を
問

う
。　
　
　
　
（
森
野　
隆
議
員
）

①
地
球
温
暖
化
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
、
レ
ジ
袋
の
取
り

組
み
の
考
え
方
は
。

②
障
害
者
法
定
雇
用
率
の
達
成
状

況
に
つ
い
て
。

③
移
住
・
交
流
事
業
の
成
果
・
予

算
・
反
省
点
に
つ
い
て
。

（
西
澤　
桂
一
議
員
）

①
近
江
鉄
道
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
と
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
問
う
。

②
ダ
ム
放
流
に
つ
い
て
、
災
害
が

防
災
に
対
す
る
考
え
方
を

問
う
。（

外
川　
善
正
議
員
）

①
湖
東
圏
域
公
共
交
通
活

性
化
協
議
会
の
生
活
交
通

の
取
り
組
み
は
。

②
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
活
用

の
仕
方
に
つ
い
て
。

（
徳
田　
文
治
議
員
）

①
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
導
入
業
務
の

具
体
的
時
期
に
つ
い
て
問

う
。

②
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
タ
ウ
ン
構
想
の

方
向
づ
け
は
。（
村
田　
定
議
員
）

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
ょ
る
２
年
度
町

税
の
補
正
予
算
の
予
定
は
あ
る

か
。

　
ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
を
使
っ
た
歩
行
者

流
動
調
査
は
、
情
報
収
集
と
い
う

位
置
づ
け
で
あ
り
、
空
き
店
舗
に

関
し
て
は
委
託
で
実
施
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

３
年
間
で
こ
れ
ら
の
施
策
を
通

じ
て
、
中
山
道
の
空
き
店
舗
へ
の

新
規
事
業
者
の
進
出
や
観
光
入
り

込
み
客
数
の
増
加
等
、
ど
れ
だ
け

人
が
増
え
た
か
を
一
つ
の
指
標
と

し
て
い
る
。

①
個
人
町
民
税
は
令
和
２
年
度
に

影
響
は
な
い
。
法
人
町
民
税
は
、

企
業
の
動
向
を
注
視
す
る
。

②
東
部
防
災
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
庁
舎
等
の
あ
り
方
検
討
委
員

会
で
、
既
存
の
町
施
設
の
統
廃
合

等
の
議
論
を
踏
ま
え
、
具
体
化
の

方
策
を
決
定
し
て
い
き
た
い
。

①
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

と
連
携
す
る
。
可
能
な
限
り
早
く

で
き
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

②
現
状
や
人
を
呼
ぶ
仕
掛
け
づ
く

り
に
傾
注
し
、
そ
の
後
多
様
な
団

体
と
連
携
し
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
。

①
タ
ク
シ
ー
停
留
所
の
見
直
し
や

増
設
の
希
望
を
検
討
調
整
し
て
い

る
。

②
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更
新
後
の

周
知
啓
発
を
図
っ
て
い
く
。

①
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
等
に
食
品
ロ

ス
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
を
啓
発
し
て

い
る
。

②
元
年
度
末
１
．95
％
で
１
名
不

足
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

障
害
者
の
雇
用
確
保
に
努
め
る
。

（
ま
ち
づ
く
り
協
働
課
長
）

③
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
７
名
を

委
嘱
。
こ
れ
ま
で
２
，８
０
０
万

円
支
出
し
て
い
る
。「
の
の
す
て

折
り
紙
」
の
開
発
、「
山
芋
」
継
承
、

「
シ
ャ
ト
ル
織
機
」
の
後
継
者
な

ど
、
一
定
の
成
果
は
生
ま
れ
て
い

る
。

①
近
江
鉄
道
は
交
通
弱
者
の
移
動

手
段
と
し
て
、
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
今
後
は
存
続
等
に
つ
い
て

議
論
が
行
わ
れ
る
。

②
毎
年
台
風
等
で
永
源
寺
ダ
ム
が

放
流
さ
れ
る
が
、
避
難
情
報
を
発

令
し
た
場
合
の
啓
発
を
図
り
た

い
。

　

今
も
っ
て
い
る
リ
ソ
ー
ス
（
資

源
）
の
中
で
、
機
能
を
し
っ
か
り

と
果
た
し
て
い
く
。

総
務
部
門

民
生
部
門

問

問

問

問

問 問

問 答

答

答

答

答

答

答

（
企
画
担
当
政
策
監
）

（
税
務
課
長
）

（
町
長
）

（
企
画
担
当
政
策
監
）

（
企
画
担
当
政
策
監
）

（
く
ら
し
安
全
環
境
課
長
）

（
く
ら
し
安
全
環
境
課
長
）

（
経
営
戦
略
課
長
）

（
企
画
担
当
政
策
監
）

（
町
長
）

近江鉄道 愛知川駅

今
年
度
策
定
さ
れ
た
５
ヵ

年
の
子
ど
も
子
育
て
支
援

計
画
で
は
、
認
定
こ
ど
も
園
の
あ

り
方
、
移
行
に
つ
い
て
検
討
す
る

と
あ
る
が
、
１
～
２
年
前
倒
し
で

き
な
い
か
。（
村
西　
作
雄
議
員
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
女
性
会
員
の
就
労
の
確

保
と
行
政
の
支
援
に
つ
い
て
尋
ね

る
。　
　
　
　
（
村
田　
定
議
員
）

保
育
料
滞
納
繰
越
分
が
倍

増
し
た
要
因
と
要
因
分
析

に
つ
い
て
。　
（
辰
己　
保
議
員
）

学
童
保
育
所
の
運
営
が
保

護
者
会
の
運
営
か
ら
シ
ダ

ッ
ク
ス
㈱
に
代
わ
る
が
、
ど
の
よ

う
な
進
め
方
を
さ
れ
て
い
る
の

か
。　
　
　
（
河
村　
善
一
議
員
）

①
要
因
を
分
析
し
た
健
康

寿
命
延
伸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
取
り
組
み
の
全
体
像
と
目
標
を

尋
ね
る
。

②
高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
の
補
助

は
で
き
な
い
か
。

（
瀧　
す
み
江
議
員
）

２
年
度
は
観
光
元
年
の
年

と
考
え
る
が
担
当
課
の
思

い
は
。　
　
　
（
森
野　
隆
議
員
）

当
町
も
農
業
は
主
産
業
で

あ
り
、
６
次
産
業
化
の
支

援
体
制
は
重
要
で
あ
る
。
竹
原
梨

園
の
跡
地
を
活
用
し
た
構
想
を
た

て
、
絵
を
描
い
て
ほ
し
い
が
考
え

は
。　
　
　
（
西
澤　
桂
一
議
員
）

危
険
な
空
き
家
の
対
応
は

ど
う
す
る
の
か
。　
　

（
辰
己　
保
議
員
）

ふ
れ
あ
い
本
陣
の
現
状
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る

図
書
館
開
館
20
周
年
、
25

周
年
事
業
に
つ
い
て
尋
ね

る
。　
　
　
（
河
村　
善
一
議
員
）

小
学
生
放
課
後
補
充
教
室

の
成
果
と
予
算
へ
の
反
映

は
。　
　
　
（
徳
田　
文
治
議
員
）

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
整
備

事
業
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
は
。（
瀧　
す
み
江
議
員
）

　

女
性
会
員
の
増
強
や
業
務
開
拓

を
進
め
る
た
め
、
女
性
会
員
増
大

策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
ら

れ
、
行
政
か
ら
も
チ
ー
ム
員
と
し

て
職
員
が
参
加
し
、
支
援
し
て
い

る
。

　

宿
泊
件
数
は
伸
び
悩
ん
で
い
る

現
状
で
あ
る
。
２
年
度
は
麻
と
の

セ
ッ
ト
で
の
事
業
展
開
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

　

特
定
空
き
家
基
準
を
整
理
後
、

協
議
会
に
諮
り
、
町
か
ら
指
導
し

て
い
く
。

　

大
人
向
け
と
児
童
対
象
を
計
画

と
す
る
。

　

好
評
で
あ
り
、
２
年
度
は
学
び

ア
ッ
プ
推
進
事
業
と
し
て
、
学
力

向
上
の
ひ
と
つ
の
柱
と
し
た
。

　

普
通
教
室
で
活
用
で
き
、
細
か

　

愛
荘
町
を
Ｐ
Ｒ
し
、
誘
客
、
ふ

る
さ
と
納
税
、
企
業
誘
致
の
取
り

組
み
を
進
め
た
い
。

（
観
光
物
産
推
進
室
長
）

　

元
年
度
は
準
備
段
階
の
年
度

で
、
２
年
度
は
観
光
分
野
を
大
き

く
広
げ
て
い
く
た
め
、
希
望
を
も

　

６
次
産
業
化
は
重
要
だ
と
認
識

し
て
お
り
、
い
ろ
い
ろ
な
主
体
と

連
携
し
て
い
き
た
い

　

①
生
活
に
合
わ
せ
た
生
活
習
慣

の
改
善
を
県
民
総
ぐ
る
み
で
取
り

組
む
環
境
を
作
り
、
健
康
寿
命
の

延
伸
を
図
る
。
県
と
の
連
携
事
業

で
あ
り
、
目
標
は
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
設
定

し
て
い
る
。

②
県
へ
要
望
し
て
い
き
た
い
。

　

１
月
末
現
在
の
滞
納
は
２
人
分

あ
り
、
所
得
に
応
じ
て
支
払
え
る

範
囲
の
保
育
料
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

　

２
年
度
は
、
活
動
内
容
を
大
幅

に
変
え
る
こ
と
な
く
事
業
を
進
め

る
。
各
学
童
保
育
所
の
サ
ー
ビ
ス

内
容
の
統
一
に
つ
い
て
は
、
順
次

対
応
し
て
い
く
。

　

５
年
間
ず
っ
と
検
討
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
が
、
重
要

な
こ
と
で
あ
る
の
で
前
進
し
て
い

き
た
い
。

産
業
建
設
部
門

教
育
部
門

問

問問

問

問

問

問問問

問問問

答

答

答

答答答

答

答

答

答答

答

（
福
祉
課
長
）

（
観
光
物
産
推
進
室
長
）

（
建
設
・
下
水
道
課
長
）

（
図
書
館
長
）

（
教
育
次
長
）

（
教
育
長
）

（
農
林
商
工
課
長
）

（
町
長
）

（
福
祉
課
長
）

（
子
ど
も
支
援
課
長
）

（
子
ど
も
支
援
課
）

（
町
長
）

ふれあい本陣

②
東
部
地
域
防
災
セ
ン
タ
ー
建
設

予
算
な
ら
び
に
そ
の
方
針
は
。

（
村
西　
作
雄
議
員
）

起
こ
っ
た
場
合
の
対
策
を
協
議
し

て
い
る
の
か
。（

瀧　
す
み
江
議
員
）

か
。　
　
　
　
（
村
田　
定
議
員
）

っ
て
取
り
組
み
た
い
。
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学
校
図
書
指
導
員
に
司
書

有
資
格
者
採
用
の
考
え

と
、
単
年
度
事
業
で
は
な
く
継
続

事
業
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。　

　
　
　
（
村
西　
作
雄
議
員
）

①
２
年
度
予
算
の
歳
入
歳

出
の
考
え
方
と
財
源
確
保

は
。

②
学
校
運
営
協
議
会
制
度
の
ね
ら

い
と
主
な
役
割
を
尋
ね
る
。

（
徳
田　
文
治
議
員
）

保
護
者
、
先
生
対
象
の
思

い
や
り
教
育
セ
ミ
ナ
ー
を

実
施
し
て
は
。　（

澤
田　
源
宏
議
員
）

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
タ
ウ
ン
創

造
事
業
の
位
置
づ
け
を
聞

く
。　
　
　
　
（
辰
己　
保
議
員
） 

①
汗
を
か
い
て
育
て
た
子

ど
も
た
ち
が
、
東
京
一
極

集
中
と
い
う
流
れ
に
な
る
が
町
長

の
考
え
は
。

②
地
方
の
対
応
へ
の
支
援
を
国
県

へ
求
め
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
尋

ね
る
。　
　
（
西
澤  

桂
一
議
員)

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル
テ

ス
ト
に
つ
い
て
、
外
部
に

依
頼
す
る
の
か
。
デ
ー
タ
収
集
を

ど
う
す
る
の
か
。（

辰
己　
保
議
員
）

　

長
い
期
間
を
見
据
え
て
事
業
に

取
り
組
み
、
成
果
を
あ
げ
て
い
き

た
い
。

①
人
づ
く
り
、
仕
事
づ
く
り
、
ま

ち
づ
く
り
の
３
つ
の
重
点
施
策
を

位
置
づ
け
、
徹
底
し
た
経
費
削
減

に
努
め
た
。
新
た
な
財
源
確
保
に

つ
い
て
は
、
国
県
の
動
向
を
注
視

し
、
積
極
的
に
行
う
こ
と
と
し
て

き
た
。

（
教
育
長
）

②
保
護
者
や
地
域
の
住
民
が
一
定

の
権
限
を
も
っ
て
学
校
運
営
に
参

画
す
る
こ
と
で
、
ニ
ー
ズ
を
迅
速

か
つ
的
確
に
学
校
運
営
に
反
映
さ

せ
、
よ
り
よ
い
学
校
運
営
を
目
指

す
も
の
で
あ
る
。
校
長
は
学
校
運

営
協
議
会
の
承
認
す
る
基
本
的
な

方
針
に
従
っ
て
学
校
運
営
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　

人
の
痛
み
の
わ
か
る
、
思
い
や

れ
る
、
優
し
い
気
遣
い
の
で
き
る

子
ど
も
た
ち
を
保
護
者
に
協
力
を

い
た
だ
き
、
育
成
に
取
り
組
み
た

い
。

　

空
き
店
舗
や
伝
統
産
業
振
興
の

場
所
に
人
を
呼
び
込
む
施
策
を
し

て
い
く
。

①
存
分
に
力
を
つ
け
て
あ
げ
れ
ば

よ
い
の
で
は
な
い
か
。
私
た
ち
が

魅
力
あ
る
町
と
し
て
力
を
つ
け
れ

ば
、
他
の
地
域
か
ら
選
ば
れ
る
町

に
な
る
。

②
日
本
全
体
と
し
て
地
方
創
生
に

力
を
入
れ
、
全
体
課
題
と
し
て
捉

え
連
携
し
て
い
き
た
い
。

　

読
解
力
を
測
る
も
の
で
、
受
験

者
へ
の
デ
ー
タ
送
信
、
回
答
、
分

析
結
果
を
す
べ
て
ネ
ッ
ト
上
で
や

り
取
り
す
る
。
小
学
生
で
読
解
力

を
養
成
す
る
た
め
の
テ
キ
ス
ト
で

問
題
回
答
を
積
み
重
ね
、
中
学
校

段
階
で
の
読
解
力
を
測
る
た
め
導

入
す
る
。

問

問問

問問

問 答

答

答答答

答
（
教
育
長
）

（
総
務
担
当
政
策
監
）

（
教
育
長
）

（
企
画
担
当
政
策
監
）

（
町
長
）

（
教
育
長
）

9

総
括
質
疑

な
サ
ポ
ー
ト
や
わ
か
り
や
す
く
説

明
で
き
、
子
ど
も
た
ち
に
力
を
つ

け
る
武
器
と
な
る
。

（単位：千円）
特別会計・公営企業会計

全員賛成の議案
杉本　榮子氏（市）の選任同意
　　※任期は、令和２年４月１日から４年間

愛荘町公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて
同意第　１号

議案番号 件　　　　　　名 議決結果 議決日

松浦　延代氏（東円堂）の任命同意
　　※任期は、令和２年３月 29 日から４年間

愛荘町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて
同意第　２号

　中小企業基本法第６条および小規模企業振興基本法第７条の規定に基づき、町内の中小企
業・小規模企業の成長発展・持続的発展を図り、地域経済の活性化および住民生活の向上に
寄与するための基本理念を定め、関係機関の責務や役割を定めるもの。

愛荘町中小企業・小規模企業振興基本条例
議案第　１号

議案第　３号 　成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律の整備に関する
法律の施行を受け、印鑑登録証明書事務処理要領が一部改正されたことに伴い所要の改正を
行うもの。

愛荘町印鑑条例の一部を改正する条例

議案第　４号
　第１条では、住民基本台帳法が一部改正され、住民票の附票の写しおよび戸籍の附票の除
票の写しの交付について定められたことに伴い所要の改正を行うもの。
　第２条では、両庁舎に設置している行政キヨスク端末機を令和２年９月 30 日をもって廃
止することに伴い、所要の改正を行うもの。

愛荘町手数料条例の一部を改正する条例

議案第　５号 　両庁舎に設置している行政キヨスク端末機を令和２年９月 30 日をもって廃止することに
伴い、所要の改正を行うもの。

愛荘町住民基本台帳カードの利用に関する条例の一部を改正する条例

議案第　６号 　両庁舎に設置している行政キヨスク端末機を令和２年９月 30 日をもって廃止することに
伴い、所要の改正を行うもの。

愛荘町個人番号カードの利用に条例の一部を改正する条例

議案第　７号 　道路法施行令の一部改正に伴い、令和２年４月１日施行の市町村における民間地価水準お
よび地価に対する賃料の水準の変動等を反映したものに見直しが行われたことから、政令に
準じて条例の一部を行うもの。

愛荘町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例

議案第１１号 　令和２年４月１日より会計年度任用職員制度が始まるにあたり、地方公務員法第３１条に
基づき会計年度任用職員の服務の宣誓について条例で定める必要があるため改正するもの。

愛荘町職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例

議案第１２号
　地方公務員法および地方自治法の一部改正により、特別職の任用および臨時的任用の厳格
化がはかられたことから、所要の改正を行うもの。

愛荘町特別職の職員で非常勤のものの報酬および費用弁償に関する条例の一部を
改正する条例

議案第１４号 　健康増進法に基づき、胃がんの早期発見・早期治療により、胃がんの死亡率を減少させる
目的で、医療機関で胃がん検診（胃内視鏡検査）を実施し、個人負担金を直接医療機関へ支
払うこととするため、所要の改正を行うもの。

愛荘町健康診査負担金徴収条例の一部を改正する条例

議案第１７号 愛荘町湖東三山館あいしょうの指定管理者を次のとおり指定するもの。
　　○指定管理者　一般社団法人　愛荘町秦荘観光協会
　　○指定期間　　令和２年４月１日から令和５年３月 31 日

愛荘町湖東三山館あいしょうの指定管理者の指定につき議決を求めることについて

議案第１９号 　※主な補正内容
　　・土地売払収入による財源更正。

令和元年度愛荘町土地取得造成事業特別会計補正予算（第１号）

　収益的収入の予定額を 12,790 千円追加、収益的支出の予定額を 9,044 千円追加するもの。
　資本的収入の予定額を 20,902 千円減額、資本的支出の予定額ｗｐ 6,224 千円減額する
もの。
※主な補正内容
　・事業精査による補正。

令和元年度愛荘町下水道事業特別会計補正予算（第３号）

議案第２３号

可決

同意

3月6日

3月6日

令和２年３月定例会 令和２年３月定例会 

会計名

　　　土地取得造成事業

　　　国民健康保険事業

　　　後期高齢者医療事業

　　　介護保険事業

特別会計

　　　下水道事業

公営企業会計

令和元年度

10

1,795,158

187,643

1,451,580

3,434,391

1,902,993

1,902,993

令和２年度

10

1,784,439

198,736

1,475,511

3,458,696

1,932,972

1,932,972

増減額

0

▲ 10,719

11,093

23,931

24,305

29,979

29,979

増減率

0.0％

▲ 0.6％

5.9％

1.6％

0.7％

1.6％

1.6％
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全員賛成の議案賛否が分かれた議案

賛否が分かれた議案

賛否が分かれた議案

令和２年度愛荘町土地取得造成事業特別会計予算議案第２５号

議案第１５号

議案第　２号

議案第７６号

議案番号

議案番号

議案番号

件　　　名

件　　　名

件　　　名

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○
○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

×

×
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

×

×
×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

×

×
×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

×

×
×

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

×
○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

×

×
×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

×
○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×
×

×

×

○

○
○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×
×

×

×

○

○
○

可　
決

可
決

可決

可決

可決

否定

可決

３
月
６
日

３
月
６
日

12
月
19
日

３
月
23
日

　町では、令和２年３月 31 日の間、県または指定都市が実施する認定資格研
修を受ける見込みの者についても放課後児童支援員とみなす経過措置を講じて
いる。経過期間が終了することから、放課後児童支援員の退職もしくは病期そ
の他やむを得ない理由により支援員を確保できない緊急時に限り、支援員を置
くまでの間、補佐員であった者をもって放課後児童支援員とみますことができ
るよう所要の改正を行うもの。

　令和元年度から自治体へ森林環境譲与税が譲与されたことから、適切な森林整
備に要する経費に充てるため、基金条例を制定するもの。

　歳入歳出に 70,881 千円を減額し、総額を 9,152,692 千円とする。
　　※主な補正内容
　　　・2019 年 3 月に策定した愛荘町公共施設（建物）個別施設計画に基づき、
　　　　一庁舎への集約化等について、外部委員による検討を行う経費。
　　　・人事異動、人事院勧告によるもの。

議案番号 件　　　　　　名 議決結果 議決日

令和２年度愛荘町下水道事業会計予算議案第２９号

議案第１６号

議案第　８号

○

　協定に基づき連携して取り組む政策分野および内容ならびに役割分担を定め
る規定について、彦根市との協議が調ったことから、協定の変更を行うもの。

　地方自治法等の一部を改正する法律が、平成 29 年６月９日に公布され、地方
自治法に第 243 条の２が追加され、令和２年４月１日から公布される。地方自
治法に第 243 条の２が追加されたことにより、条項ずれが生じることから該当
条項を引用してる条例について所要の改正を行うもの。

武永　淳氏（大阪市）・生駒　英司氏（彦根市）・徳田　郁子氏 ( 職員代表）の選任同意
　　※任期は、令和２年４月 1 日から２年間

愛荘町職員懲戒審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて同意第　３号～
同意第　５号

議案第３０号

議案第１８号

議案第　９号

○

　歳入歳出それぞれ 135,754 千円を減額し、総額を 9,016,938 千円とす
る。また、繰越明許費（翌年度に繰り越して使用できる経費）を、３事業・
125,513 千円とする。
※主な補正内容
　・事業実績見込・事業精査による補正。

　地方自治法等の一部を改正する法律が、平成 29 年６月９日に公布され、地方
自治法に第 243 条の２が追加され、令和２年４月１日から公布される。地方自
治法に第 243 条の２が追加されたことにより、条項ずれが生じることから該当
条項を引用してる条例について所要の改正を行うもの。

　合併特例債を愛知中学校校舎等大規模増改築事業に充てるため、新町まちづくり計画の期
間延長を行うもの。

秦荘町および愛知川町の合併に係る市町村建設計画（新町まちづくり計画）を変更す
ることにつき議決を求めることについて

議案第３１号

議案第２０号

議案第１０号

○

歳入歳出それぞれ 869,783 千円を追加し、総額を 9,886,721 千円とする。また、繰越明
許費（翌年度に繰り越して使用できる経費）を、５事業・872,511 千円とする。
※主な補正内容
　・国の補正予算に伴う増額補正。

令和元年度愛荘町一般会計補正予算（第９号）

議案第３２号

議案第２１号

議案第１３号

○

×

×

○

　歳入歳出それぞれ 21,971 千円を追加し、総額を 1,869,170 千円とする。
※主な補正内容
　  前年度繰越金確定により増額補正。

　情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利便性の向上並びに行政
運営の簡素化及び効率化を図るための行政手続等における情報通信の技術の利用
に関する法律等の一部を改正する法律が、令和元５月 31 日公布され、「行政手
続等における情報技術の利用に関する法律」の題名が「情報通信技術を活用した
行政の推進等に関する法律」に改められ、条文が追加されたことから、該当条項
を引用してる条例について所要の改正を行うもの。

歳入歳出それぞれ 5,800 千円を追加し、総額を 1,482,743 千円とする。
※主な補正内容
　・介護サービス給付費訴求請求等による増額補正。

令和元年度愛荘町介護保険事業特別会計補正予算（第６号）

議案第３３号

議案第２２号

　資本的収入支出それぞれの予定額を 434 千円追加するもの。一般会計から補助を受ける
金額を 408,485 千円とする。
※主な補正内容
　・利率見直しにいる企業債償還金の増額補正。

令和元年度愛荘町下水道事業特別会計補正予算（第 4 号）

議提第　１号

　議会運営委員会より、委員の任期中も議会運営について継続調査を行いたい旨の申し出が
あったもの。

予算・決算特別委員会の設置について
意見書第２号

○賛成・×反対

○賛成・×反対

○賛成・×反対

　総務産業建設・教育民生・広報の各常任委員会より、閉会中も所管事務について継続調査
を行いたい旨の申し出があったもの。

新型コロナウイルスの感染拡大防止対策を求める意見書
議提第　２号 議員派遣について

議提第　３号
議会運営委員会閉会中の継続調査について

各常任委員会閉会中の継続調査について議提第　４号～ 
　議提第　５号

澤
田
　
源
宏

澤
田
　
源
宏

澤
田
　
源
宏

村
西
　
作
雄	

村
西
　
作
雄	

村
西
　
作
雄	

森
野
　
　
隆	

森
野
　
　
隆	

森
野
　
　
隆	

西
澤
　
桂
一	

西
澤
　
桂
一	

西
澤
　
桂
一	

村
田
　
　
定	

村
田
　
　
定	

村
田
　
　
定	

伊
谷
　
正
昭	

伊
谷
　
正
昭	

伊
谷
　
正
昭	

外
川
　
善
正	

外
川
　
善
正	

外
川
　
善
正	

徳
田
　
文
治

徳
田
　
文
治

徳
田
　
文
治

河
村
　
善
一

河
村
　
善
一

河
村
　
善
一

吉
岡
ゑ
ミ
子

吉
岡
ゑ
ミ
子

吉
岡
ゑ
ミ
子

瀧
　
す
み
江

瀧
　
す
み
江

瀧
　
す
み
江

高
橋
　
正
夫

高
橋
　
正
夫

高
橋
　
正
夫

辰
己
　
　
保

辰
己
　
　
保

辰
己
　
　
保

議
決
結
果

議
決
結
果

議
決
結
果

議
決
日

議
決
日

議
決
日

可決

可決

可決

可決

同意

3月6日

3月23日

3月23日

訂正とお詫び

※改選前議長　竹中秀夫は
　採決に加わっていません。

※改選前議長　竹中秀夫は
　採決に加わっていません。

（ 　　　   ）

（ 　　　   ）

議案第２４号

議案第２６号

議案第２７号

議案第２８号

　歳入歳出それぞれ 221 千円を減額し、総額を 187,594 千円とする。
※主な補正内容
　・決算見込による減額補正。

　子ども子育て支援法第５９条第２号に規定されている時間外保育について、保
育料の無償化における保育と異なるため、町立つくし保育園の開設日において午
後６時 30 分から午後７時までの時間外保育について延長保育料を徴収する必要
があるため、所要の改正ほか文言の整理を行うもの。

請願第　１号

意見書第１号

意見書　3 号

　歳入歳出それぞれ 16,187 千円を減額し、総額を 1,476,943 千円とする。
※主な補正内容
　・決算見込による減額補正。

※改選前議長　竹中秀夫は
　採決に加わっていません。（ 　　　   ）

議会だより　１２月定例会　NO.56 P3
「賛否が分かれた議案」の「議案第７６号」の賛否に誤りがありましたので、訂正をしてお詫び申し上げます。今後は正確な
情報掲載に努めてまいります。

愛荘町放課後児童健全育成事業の設備および運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例

愛荘町森林環境譲与税基金条例

令和元年度愛荘町一般会計補正予算（第７号）

彦根市と締結した定住自立圏形成協定を変更することにつき議決を求める
ことについて

愛荘町監査委員に関する条例の一部を改正する条例

令和元年度愛荘町一般会計補正予算（第８号）

愛荘町下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例

令和元年度愛荘町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）

愛荘町固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例

令和元年度愛荘町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）

愛荘町保育園条例の一部を改正する条例

令和元年度愛荘町介護保険事業特別会計補正予算（第５号）

令和２年度愛荘町一般会計予算

令和２年度愛荘町国民健康保険事業特別会計予算

令和２年度愛荘町後期高齢者医療事業特別会計予算

令和２年度愛荘町介護保険事業特別会計予算

種苗法改正案に関する請願

公立学校教員に１年単位の変形労働時間制を適用しないことを求める意見書

種苗法の改定をおこなわないことを求める意見書
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意見書第３号意見書第３号 意見書第２号意見書第２号

種苗法の改定をおこなわない
ことを求める意見書

新型コロナウイルスの感染
拡大防止対策を求める意見書

可
決

可
決

　

今
国
会
で
、
政
府
は
種
苗
法
の
一
部
を
「
自
家
増
殖
（
採
種
）

一
律
禁
止
」
に
改
定
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
政
府
は
農
研
機
構

各
都
道
府
県
の
優
良
な
育
種
知
見
を
民
間
に
提
供
す
る
こ
と
を
促

進
す
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
「
民
間
」
に
は
海
外
の
事
業
者

も
含
ま
れ
ま
す
。

　

種
苗
法
が
改
定
さ
れ
る
と
、
登
録
品
種
は
自
家
増
殖
（
採
種
）

一
律
禁
止
に
な
り
、
農
家
は
登
録
さ
れ
た
品
種
の
育
種
権
利
者
か

ら
対
価
を
払
っ
て
許
諾
を
得
る
か
、
許
諾
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
全

て
の
苗
を
新
し
く
購
入
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

米
麦
大
豆
な
ど
の
専
業
農
家
は
、
新
し
く
購
入
し
た
登
録
品
種

を
３
年
ほ
ど
自
家
採
種
し
て
使
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
が
出

来
な
く
な
り
経
営
的
に
大
き
な
打
撃
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
い
ち
ご
・
芋
類
・
サ
ト
ウ
キ
ビ
・
り
ん
ご
・
み
か
ん
等
は

こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
自
家
増
殖
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
認
め
ら
れ
て
き
た
農
家
の
種
取
り
の
権
利
が
著
し
く

制
限
さ
れ
る
と
同
時
に
、
許
諾
手
続
き
・
費
用
そ
し
て
種
子
を
毎

年
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
農
家
に
と
っ
て
は
大
き
な

負
担
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

政
府
は
、
今
回
の
改
正
が
「
国
内
で
開
発
さ
れ
た
品
種
の
海
外

流
失
防
止
の
た
め
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
ま
す
が
、
シ
ャ
イ
ン

マ
ス
カ
ッ
ト
や
い
ち
ご
の
よ
う
な
登
録
品
種
の
海
外
へ
の
持
ち
出

し
な
ど
の
無
断
増
殖
を
す
べ
て
防
ぐ
こ
と
は
物
理
的
に
困
難
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
新
品
種
で
あ
る
こ
と
の
認
証
は
遺

伝
子
解
析
で
は
不
可
能
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
、
新
品

種
の
識
別
は
人
的
能
力
に
頼
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
膨
大
な
品

　

中
華
人
民
共
和
国
湖
北
省
武
漢
市
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
は
、
同
国
を
中
心
に
世
界
中
に
多
数
の
感

染
者
や
死
亡
事
例
が
生
じ
て
お
り
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

が
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
世
界
的
大
流
行
）」
と
の
判
断
に
至
っ
た
。

　

我
が
国
に
お
い
て
も
、
武
漢
市
滞
在
歴
の
な
い
者
で
の
発
症
歴

が
認
め
ら
れ
、
国
内
に
お
け
る
二
次
感
染
、
三
次
感
染
が
確
認
さ

れ
て
お
り
、
感
染
経
路
が
判
明
し
な
い
事
例
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

政
府
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部

を
設
置
し
、
総
合
的
か
つ
強
力
に
対
策
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、

未
だ
感
染
が
拡
大
し
、
国
民
の
不
安
は
払
拭
さ
れ
て
い
な
い
。
速

や
か
に
国
と
地
方
公
共
団
体
が
一
丸
と
な
っ
て
迅
速
か
つ
適
切
な

対
策
を
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
を
防
止
し
、
国
民
の
生
命
と
健
康
を
守
る
た
め
、
下
記
の

事
項
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

１
．
国
内
に
お
け
る
適
切
な
検
査
お
よ
び
治
療
の
体
制
を
迅
速
に

整
え
る
と
と
も
に
、
マ
ス
ク
や
手
指
用
ア
ル
コ
ー
ル
等
の
必

要
物
資
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
。

２
．
検
査
キ
ッ
ト
、
治
療
法
お
よ
び
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
に
官
民
挙

げ
て
取
り
組
む
こ
と
。

３
．
感
染
者
治
療
お
よ
び
対
策
を
行
う
医
療
機
関
等
の
医
療
従
事

者
へ
の
適
切
な
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
支
援
対
策
を

行
う
こ
と

４
．
国
民
の
不
安
の
軽
減
お
よ
び
適
切
な
感
染
症
予
防
の
た
め
の

行
動
が
と
れ
る
よ
う
相
談
窓
口
の
増
設
を
進
め
る
と
と
も
に
、

適
切
な
感
染
予
防
対
策
や
受
診
方
法
の
周
知
徹
底
を
図
る
こ

と
。

５
．
政
府
の
要
請
に
基
づ
く
学
校
等
休
校
に
よ
る
就
労
等
へ
の
影

響
が
大
き
い
保
護
者
等
へ
の
支
援
策
を
早
急
に
講
ず
る
こ
と
。

種
の
農
産
物
を
人
的
能
力
で
識
別
す
る
こ
と
も
事
実
上
不
可
能
だ

と
考
え
ま
す
。

　

海
外
で
の
品
種
登
録
を
行
う
と
い
う
有
効
な
対
策
も
あ
り
、
海

外
で
の
育
成
者
権
の
保
護
強
化
の
た
め
に
国
内
の
農
家
の
自
家
増

殖
を
禁
止
に
す
る
必
要
性
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
、
種
苗
法
改
定
で
は
な
く
地
域
の
農
業

と
農
家
を
守
り
、
持
続
可
能
な
農
業
が
お
こ
な
え
る
環
境
と
そ
の

た
め
の
法
の
制
定
を
求
め
ま
す
。

１
．
種
苗
法
改
定
は
お
こ
な
わ
な
い
こ
と
。

２
．
持
続
可
能
な
農
業
を
お
こ
な
え
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
99
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
２
年
３
月
23
日

内
閣
総
理
大
臣　
　

安
倍　

晋
三　

殿

農
林
水
産
大
臣　
　

江
藤　
　

拓　

殿

衆
議
院
議
長　
　
　

大
島　

理
森　

殿

参
議
院
議
長　
　
　

山
東　

昭
子　

殿

滋
賀
県
愛
知
郡
愛
荘
町
議
会

６
．
感
染
者
や
感
染
を
疑
わ
れ
る
国
民
が
治
療
等
の
有
し
た
期
間

に
お
い
て
、
社
会
的
不
利
益
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
、
官
民

連
携
を
図
り
対
策
を
講
ず
る
こ
と
。

７
．
検
疫
、
出
入
国
管
理
体
制
の
強
化
を
は
じ
め
、
全
国
の
空
港
、

港
湾
等
で
の
水
際
対
策
を
引
き
続
き
徹
底
す
る
こ
と
。

８
．
観
光
業
を
始
め
、
製
造
業
な
ど
経
済
的
に
影
響
を
受
け
る
地

域
の
事
業
者
等
に
対
し
、
必
要
に
応
じ
、
適
切
な
支
援
を
行

う
と
と
も
に
、
風
評
被
害
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

９
．
感
染
者
や
そ
の
家
族
等
関
係
者
、
感
染
対
策
を
行
う
医
療
関

係
者
等
関
係
機
関
や
そ
の
関
係
者
等
に
対
す
る
差
別
や
偏
見

が
助
長
さ
れ
な
い
よ
う
対
策
を
講
ず
る
こ
と
。

10
．
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
へ
の
財
政
支
援
を
講
ず
る
こ
と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
２
年
３
月
23
日

内
閣
総
理
大
臣　
　

安
倍　

晋
三　

様

財
務
大
臣　
　
　
　

麻
生　

太
郎　

様

厚
生
労
働
大
臣　
　

加
藤　

勝
信　

様

総
務
大
臣　
　
　
　

高
市　

早
苗　

様

法
務
大
臣　
　
　
　

森　

ま
さ
こ　

様

外
務
大
臣　
　
　
　

茂
木　

敏
充　

様

経
済
産
業
大
臣　
　

梶
山　

弘
志　

様

国
土
交
通
大
臣　
　

赤
羽　

一
嘉　

様

文
部
科
学
大
臣　
　

萩
生
田
光
一　

様

滋
賀
県
愛
知
郡
愛
荘
町
議
会

13 12
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15P

16P

17P

18P

19P

20P

21P

22P

23P

一　般　質　問一　般　質　問

制限時間	 質問のみ 30 分以内（答弁は別）
質問方法	 ☆　一括方式
	 ・最初に全部の質問をし、まとめて回答を得る
　	 ・同一議題に対しての質問は 3 回まで
	 ☆　一問一答
	 一問ごとに質問・回答を繰り返す

　一般質問とは、議員の日常活動と
調査・研究、住民の声や自身の考え
方をもとに、町長や教育長などに方
針を問うものです。

【令和２年 3 月定例会】　一般質問一覧

　議会だよりでは、スペースの関係で質問と答弁を要約してあります。

①
②
①
②
③
①
②
③
①

①
②
①
②
①
②

③
④

⑤
①
②
③
①

村田　　定　議員
【一問一答】

村西　作雄　議員
【一問一答】

西澤　桂一　議員
【一問一答】

澤田　源宏　議員
【一括方式】

森野　　隆　議員
【一問一答】

徳田　文治　議員
【一括方式】

辰己　　保　議員
【一問一答】

瀧　すみ江　議員
【一問一答】

外川　善正　議員
【一問一答】

２年が経過した有村町政について				  
プログラミング教育について				  
竹原梨園跡地の開発計画について				  
会計年度任用職員制度への移行に伴う問題点・課題について		
ふるさと納税の寄付状況と返礼品メニューの検討結果について	

（仮称）庁舎等のあり方検討委員会の委員募集について
あり方検討委員会の職務等について
庁舎の集約化について				  
街路灯の設置について

愛知川右岸道路（県道湖東彦根線道路改良工事）について
観光振興について
不登校児童生徒への総合支援の推進について
令和２年度愛荘町歳入歳出予算の編成方針・重点事業等について
小・中学校教員の変形労働時間制について
義務教育終了までの子の国民健康保険税均等割の廃止を求めるこ
とについて
町民の移動手段 ( 町内巡回バスを含む ) の支援について
住宅省エネ等改修補助事業を住宅リフォーム助成事業に変更する
ことを求めることについて				  
山川原消防詰所の設備工事について
学童保育について				  
地域共生社会について				  
健康元気もりもり教室について
愛荘町公共施設（建物）個別施設計画の進め方について

15

成
果
と
自
己
評
価
を
問

う
。

残
り
２
年
の
任
期
で
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
。

２
０
２
０
年
４
月
よ
り
小

学
校
で
新
学
習
指
導
要
領

が
全
面
実
施
さ
れ
る
の
に
伴
い
、

教
員
の
確
保
・
研
修
は
出
来
て
い

る
の
か
。

学
び
方
や
学
ぶ
学
年
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

パ
ソ
コ
ン
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
環
境
な
ど
の
整
備
は
。

公
共
施
設
の
統
合
問
題
に

つ
い
て
問
う
。

主
な
重
点
政
策
は
。

　

町
の
最
重
要
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ

る
住
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
の

保
護
を
実
現
す
る
た
め
の
取
り
組

み
、
防
災
対
応
の
強
化
・
向
上
に

力
を
入
れ
た
。

　

何
事
に
も
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
対
応
し
町
行
政
の
効
果
的
・
効

率
的
な
運
営
を
実
現
し
て
き
た
。

ま
た
課
長
級
職
員
が
主
体
的
に
政

策
実
現
を
行
う
環
境
を
整
え
た
。

　
「
庁
舎
等
の
あ
り
方
検
討
委
員

会
」
を
設
置
し
、
住
民
の
皆
さ
ん

や
関
係
機
関
等
と
情
報
共
有
し
な

が
ら「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
」
と「
個
別
施
設
計
画
」
に
基

づ
き
、
行
政
機
能
の
配
置
の
最
適

化
を
検
討
し
、
整
備
手
法
等
の
具

体
方
針
を
取
り
ま
と
め
る
。
ま
た

速
や
か
に
実
行
す
る
こ
と
で
、
い

つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い
、
幸
せ

を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
。

　

本
町
の
４
小
学
校
に
お
い
て
、

ま
ず
は
高
学
年
を
中
心
に
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
広
げ
て
い
く
。

　

実
際
に
、
子
供
た
ち
自
ら
が
マ

ウ
ス
や
キ
ー
ボ
ー
ド
を
操
作
し
て

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
意
図
し
た
処

理
を
行
わ
せ
る
こ
と
を
体
験
す
る

こ
と
に
よ
り
、
論
理
的
に
考
え
て

い
く
力
、
い
わ
ゆ
る「
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
的
思
考
」
の
力
を
つ
け
さ

せ
た
い
。

　

昨
年
末
に
は
、
４
小
学
校
１
６

４
台
の
パ
ソ
コ
ン
に
、
ビ
ジ
ュ
ア

ル
型
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
を
導

入
し
、
ソ
フ
ト
面
に
お
い
て
も
、

新
年
度
か
ら
始
ま
る
小
学
校
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
導
入
に
備
え

て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
２
年
間
の
経
験
・

成
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、
過
去

の
経
緯
等
に
と
ら
わ
れ
な
い
攻
め

の
町
政
を
実
現
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
町
の
足
腰
を
支
え
る
力

と
な
る
教
育
お
よ
び
地
域
活
力
の

確
保
を
行
う
。

　

教
育
分
野
に
関
し
て
は
、
愛
知

中
学
校
増
改
築
事
業
の
円
滑
な
実

施
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力

向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
の
強
化

を
進
め
る
。

①
子
ど
も
・
子
育
て
環
境
の
充
実

②
学
力
向
上
・
教
育
環
境
の
充
実

③
健
康
寿
命
の
延
伸

④
高
齢
者
の
活
躍

⑤
愛
荘
町
の
魅
力
発
信

⑥
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

⑦
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
七

つ
の
分
野
・
領
域
に
つ
い
て
重

点
的
に
取
り
組
む
。

　

本
町
で
は
、
一
年
前
か
ら
各
小

学
校
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
担

当
教
員
を
明
確
に
位
置
づ
け
、
県

教
委
と
町
教
委
で
担
当
教
員
の
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
研
修
を
行

い
、
実
践
的
な
研
修
を
受
け
、
4

月
か
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

全
面
実
施
に
向
け
、
指
導
で
き
る

教
員
の
人
材
育
成
を
図
っ
て
い

る
。

（
町
長
）

（
町
長
）

（
教
育
長
）

（
教
育
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
教
育
長
）

問

問

問

問問

問

問 答

答

答答

答

答

答

村田村田　 　 定定 議員議員

前半を終えた成果と自己評価についてQ

2 年が経過した
有村町政について
A

２
年
を
終
え
た

　
有
村
町
政
に
つ
い
て

令
和
２
年
度
の
予
算
編
成

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

　
　
　
　
教
育
に
つ
い
てプログラミング教育

住民の生命・身体・財産の保護の実現に
取り組む

※
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
す

る
こ
と
に
よ
り
、
人
間
の
意
図
し
た
処
理

を
行
う
よ
う
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
指

示
を
与
え
る
行
為
で
あ
る
。
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町
長
は
竹
原
区
へ
出
向

き
、
新
ご
み
処
理
施
設
の

建
設
候
補
地
が
彦
根
市
西
清
崎
に

変
わ
っ
た
報
告
の
際
、「
で
き
る

限
り
の
活
用
対
策
に
つ
い
て
検
討

し
、
で
き
る
こ
と
は
さ
せ
て
い
た

だ
く
」
と
明
言
さ
れ
た
。
そ
の
検

討
結
果
は
。

経
験
則
か
ら
、
青
地
だ
か

ら
開
発
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
は
な
い
。
町
が
こ
う
い
う
施

設
を
、
企
業
を
誘
致
し
た
い
と
な

れ
ば
、
青
地
を
白
地
に
変
更
申
請

し
、
転
用
も
可
能
だ
。

現
在
の
フ
ル
タ
イ
ム
職
員

が
、
４
月
か
ら
フ
ル
雇
用

さ
れ
な
い
（
時
短
）
場
合
、
他
に

移
ら
な
い
か
危
惧
す
る
。
そ
の
見

通
し
は
。週

４
日
の
月
給
制
嘱
託
に

期
末
手
当
を
支
給
す
る
代

わ
り
に
、
週
４
日
の
ま
ま
で
、
月

給
を
下
げ
る
こ
と
は
な
い
か
。

同
一
労
働
同
一
賃
金
の
取

り
組
み
は
、
来
年
４
月
中

小
企
業
に
も
義
務
付
け
ら
れ
る
。

町
が
指
定
管
理
を
お
願
い
し
て
い

国
の
同
一
労
働
同
一
賃
金

の
取
り
組
み
に
よ
り
、
４

月
か
ら
現
在
の
臨
時
嘱
託
職
員
の

ほ
と
ん
ど
が
、
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
に
移
行
し
、
時
間
外
手
当

や
期
末
手
当
等
が
支
給
さ
れ
る
。

　
こ
れ
に
伴
い
ほ
と
ん
ど
が
時
短

と
な
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員
に
移

行
す
る
。
こ
う
し
た
場
合
、
現
場

が
回
っ
て
い
け
る
か
心
配
だ
。
そ

の
見
通
し
は
。

　

町
と
し
て
も
、
利
活
用
の
在
り

方
に
関
し
、
地
域
と
と
も
に
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
と
の
思
い

を
し
て
い
る
。
当
該
地
域
は
農
振

地
域
の
青
地
で
あ
り
、
企
業
誘
致

や
開
発
は
非
常
に
難
し
い
と
認
識

し
て
い
る
。
新
年
度
予
算
に
計
上

す
る
具
体
の
取
り
組
み
は
な
い

が
、
何
が
可
能
な
の
か
、
技
術
的

な
面
や
市
場
ニ
ー
ズ
等
も
鑑
み
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

次
年
度
に
想
定
さ
れ
る
業
務
量

を
踏
ま
え
、
必
要
と
な
る
正
規

職
員
・
会
計
年
度
任
用
職
員
及
び

雇
用
時
間
等
を
確
保
し
て
お
り
、

回
っ
て
い
け
る
。

　

転
用
が
不
可
能
で
な
い
こ
と
は

　

町
よ
り
月
給
条
件
が
良
い
職
場

に
移
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
る

が
、
一
定
人
員
確
保
で
き
る
見
込

み
で
あ
り
、
他
に
移
ら
れ
る
こ
と

は
少
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

下
が
る
こ
と
は
な
く
、
期
末
手

当
分
が
純
増
と
な
る
。

　

基
本
的
に
は
、
指
定
管
理
を
受

け
て
い
た
だ
い
て
い
る
団
体
様
と

協
議
し
な
が
ら
、
真
摯
に
対
応
し

た
い
。

　　

そ
の
他
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
の
寄
付
件
数
１
７
５
５

件
４
９
５
７
万
８
千
円
に
対
し
、

今
年
度
の
実
績
見
込
み
は
１
０
９

０
件
６
６
０
０
万
円
を
想
定
し
て

い
る
と
の
こ
と
。
ま
た
、
４
月
か

ら
寄
付
者
に
町
内
図
書
館
の
利
用

が
で
き
る（
蔵
書
の
貸
し
出
し
）

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
い
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
が
、
紙
面
の
都

合
上
詳
細
は
割
愛
し
ま
す
。

（
町
長
）

（
経
営
戦
略
課
長
）

（
町
長
）

（
経
営
戦
略
課
長
）

（
経
営
戦
略
課
長
）

（
町
長
）

問問

問問問

問

答

答

答

答答

答

竹
原
梨
園
跡
地
の
開
発
計
画

庁
舎
の
一
本
化

ど
う
い
う
こ
と
を

検
討
す
る
の
か

会
計
年
度
任
用
職
員

　
制
度
へ
の
移
行
に

　
　
伴
う
問
題
点・課
題

利活用計画の検討結果はQ

竹原梨園跡地の開発計画
について

十分な検討はできていないが、今後技術的
な面や市場ニーズを鑑み検討していく

A
村西　作雄村西　作雄 議員議員

遊休畑地となっている竹原梨園跡地
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庁
舎
等
の
あ
り
方

　
検
討
委
員
会
の
委
員

　
　
　
　
募
集
に
つ
い
て

15
名
の
委
員
中
、
公
募
委

員
が
2
名
と
い
う
の
は
少

な
い
。

応
募
資
格
に
「
20
歳
以
上

50
歳
未
満
」
と
い
う
条
件

が
あ
る
。
こ
れ
で
は
愛
荘
町
の
六

割
以
上
の
人
が
対
象
外
に
な
り
、

旧
愛
知
川
地
域
・
旧
秦
荘

地
域
に
偏
る
こ
と
が
な

く
、
均
衡
の
と
れ
た
町
づ
く
り
が

大
切
で
あ
る
。　

　
そ
の
た
め
に
最
初
に
「
ま
ち
の

全
体
像
」
を
示
し
、
次
に
個
々
の

施
設
の
在
り
方
を
検
討
す
る
と
い

う
手
順
が
大
切
で
は
な
い
か
。

庁
舎
の
集
約
化
を
最
優
先

に
考
え
て
い
る
の
か
。

整
理
す
べ
き
施
設
は
庁
舎

以
外
に
多
く
あ
り
、
こ

れ
ら
か
ら
着
手
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

合
併
協
定
書
に
お
い
て

「
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
当

分
の
間
新
設
せ
ず
に
現
愛
知
川
庁

舎
を
本
庁
舎
、
秦
荘
庁
舎
を
分
庁

舎
と
し
て
使
用
す
る
」
と
さ
れ
て

結
局
、
公
募
委
員
は
一
名

で
し
か
も
女
性
が
い
な

い
。
こ
れ
で
は
町
民
の
意
見
を
し

っ
か
り
と
聞
け
な
い
。
委
員
構
成

や
追
加
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

検
討
委
員
会
の
目
的
は

「
施
設
規
模
や
財
政
面
を

考
慮
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持

向
上
、
効
果
的
効
率
的
な
行
政
運

営
が
行
わ
れ
る
よ
う
検
討
す
る
」

と
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
今
回
は
公
共
施
設(

建
物)

個
別
施
設
計
画
に
基
づ
く

行
政
系
・
町
民
文
化
系
・
保
健
福

　

関
係
団
体
の
委
員
の
多
く
が
町

内
在
住
者
で
あ
る
。
ま
た
、
公
募

に
関
す
る
要
綱
で
、
公
募
委
員
は

10
％
以
上
を
目
標
と
し
て
い
る
こ

と
か
ら
2
名
と
し
た
。

　

公
共
施
設
を
ど
の
よ
う
な
状
態

で
将
来
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く

の
か
を
検
討
す
る
た
め
、
で
き
る

だ
け
若
い
世
代
に
参
画
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
年
齢
設
定
を
し
た
。

　

今
回
は
第
一
弾
と
し
て
9
施
設

を
対
象
と
し
、
引
き
続
き
第
二
弾

と
し
て
子
育
て
支
援
系
・
社
会
教

育
系
・
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン
系
の
15
施
設
を
予
定
し
て
い

る
。

　

個
別
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て

具
体
的
に
検
討
す
る
も
の
で
、
そ

の
中
で
示
さ
れ
て
い
く
。

　

す
で
に
諮
問
し
て
お
り
、
委
員

の
見
直
し
・
追
加
は
考
え
て
い
な

い
。

　

当
分
の
間
と
は
10
年
程
度
を
想

定
さ
れ
て
い
る
。
多
く
の
場
面
で

愛
荘
町
と
い
う
言
葉
が
自
然
に
使

わ
れ
て
お
り
、
一
体
性
は
一
定
で

き
て
い
る
。

　

決
し
て
優
先
度
が
低
い
も
の
で

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
の
方
向
性
が
明
確
に
整
理

さ
れ
た
施
設
に
つ
い
て
は
、
計
画

に
基
づ
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
経
営
戦
略
課
長
）

（
経
営
戦
略
課
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

問問

問

問問

問

問問

答

答

答答

答

答答答

西澤　桂一西澤　桂一 議員議員

なぜ今なのかQ

庁舎の一本化について

利便性・維持管理費などからA

承
知
し
て
い
る
。

る
観
光
協
会
や
体
育
協
会
、
文
化

協
会
な
ど
も
職
員
の
ほ
と
ん
ど
が

パ
ー
ト
だ
。
各
契
約
の
指
定
管
理

料
は
、
同
額
か
三
山
館
は
３
年
度

に
１
１
５
万
円
余
も
下
が
る
。
町

で
は
２
年
度
予
算
で
、
元
年
度
の

３
億
円
か
ら
５
１
０
０
万
円
１
．

17
倍
増
額
し
て
い
る
。
役
場
を
は

じ
め
、
町
有
施
設
す
べ
て
で
働
く

パ
ー
ト
職
員
が
、
等
し
く
同
一
労

働
同
一
賃
金
の
恩
恵
が
享
受
で
き

る
よ
う
、
指
定
管
理
料
に
か
か
る

人
件
費
分
の
１
．17
倍
の
増
額
英

断
を
町
長
に
求
め
る
。

　

庁
舎
等
の
集
約
化
を
検
討
す
る

委
員
会
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。　
　

　

委
員
会
や
審
議
会
は
、
福
祉
・

教
育
・
農
業
な
ど
幅
広
く
行
政
の

方
向
性
を
決
め
る
重
要
な
役
割
を

持
つ
。
そ
れ
だ
け
に
委
員
の
選
定

に
あ
た
っ
て
は
、
公
益
・
公
平
性

を
持
つ
委
員
を
広
く
求
め
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。

　

特
に
今
回
の
庁
舎
等
の
あ
り
方

検
討
会
は
、
町
民
の
生
活
に
直
結

す
る
施
設
に
か
か
る
も
の
で
あ
り

影
響
も
大
き
い
。

広
く
町
民
の
声
を
聴
く
こ
と
は
出

来
な
い
。

祉
系
の
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て

検
討
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ

全
施
設
を
対
象
と
し
な
い
の
か
。

い
る
。
当
分
の
間
と
は
、
2
町
が

全
く
一
町
と
し
て
新
し
い
住
民
感

情
が
で
き
、
将
来
的
に
一
体
性
が

確
立
さ
れ
た
と
き
と
さ
れ
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る

の
か
。
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安
孫
子
交
差
点
か
ら
以
西

に
伸
び
、
吉
田
・
愛
知
川

方
面
へ
と
続
く
町
道
に
、
街
路
灯

の
設
置
が
ひ
と
つ
も
な
い
。
愛
荘

町
は
、
こ
の
道
路
を
一
級
町
道
と

位
置
付
け
て
い
る
。
そ
の
道
路
は

稲
枝
や
愛
知
川
方
面
か
ら
の
学
生

の
帰
宅
路
に
も
な
っ
て
い
る
。
加

え
て
夕
方
に
は
、
上
下
線
共
車
や

バ
イ
ク
の
方
も
多
く
利
用
さ
れ
て

い
る
。
残
念
な
こ
と
に
、
昨
年
に

は
そ
の
町
道
で
痛
ま
し
い
死
亡
事

故
も
発
生
し
た
。
愛
荘
町
・
豊
郷

町
に
ま
た
が
っ
て
い
る
の
で
両
町

が
協
議
し
、
い
ち
早
く
街
路
灯
の

設
置
を
要
望
す
る
。

　
行
政
は
歩
道
の
計
画
が
あ
る
の

で
そ
の
時
に
と
い
わ
れ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
昨
今
の
技
術
を
も
っ

て
す
れ
ば
、
先
に
街
路
灯
を
設
置

し
て
も
歩
道
が
出
来
て
か
ら
付
け

替
え
る
こ
と
は
容
易
だ
と
思
わ
れ

る
。
悲
惨
な
事
故
が
こ
れ
以
上
起

こ
る
前
に
、
早
急
の
設
置
を
要
望

す
る
。

　

町
道
名
神
国
八
線
に
つ
い
て

は
、
歩
道
整
備
を
継
続
し
て
実
施

し
て
い
る
が
、
お
尋
ね
の
安
孫
子

交
差
点
か
ら
以
西
の
区
間
に
つ
い

　

各
市
町
長
及
び
議
会
議
長
に

よ
っ
て
滋
賀
県
知
事
、
土
木
交
通

部
長
に
対
し
て
年
一
回
の
要
望
活

動
を
行
っ
て
い
る
。

（
産
業
担
当
政
策
監
）

（
建
設
下
水
道
課
長
）

問答答 街
路
灯
の
設
置
に
つ
い
て

悲惨な交通事故を防ぐため
街路灯の設置を要望する

Q
街路灯の設置について愛知川右岸道路の

早期実現
公安委員会や自治会等と協議し、法定速度
の遵守看板や街路灯の設置を検討する

A
澤田　源宏澤田　源宏 議員議員

て
は
、
歩
道
空
間
が
な
く
歩
行
者

の
安
全
確
保
の
た
め
、
今
後
歩
道

整
備
を
進
め
て
い
く
予
定
で
あ

る
。

　

原
則
と
し
て
、
交
通
量
の
多
い

交
差
点
な
ど
で
道
路
照
明
灯
の
設

置
や
歩
道
が
設
置
さ
れ
た
後
、
防

犯
灯
の
設
置
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
当
該
区
間
は
通
学

路
で
は
な
く
、
自
治
会
か
ら
の
要

望
も
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
現
在
、
街
路
灯
等
の
設
置
は

行
っ
て
い
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
議
員
の
ご
指

摘
の
と
お
り
、
当
路
線
は
直
線
距

離
も
長
く
見
通
し
が
良
い
た
め
、

車
両
等
が
速
度
を
上
げ
る
傾
向
に

あ
り
、
公
安
委
員
会
や
自
治
会
等

と
協
議
し
、
法
定
速
度
を
遵
守
い

た
だ
く
た
め
の
看
板
あ
る
い
は
街

路
灯
の
設
置
な
ど
の
対
策
を
検
討

す
る
。

街路灯のない町道長年立ち続ける看板 街路灯のある町道
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愛
知
川
右
岸
道
路

（
県
道
湖
東
彦
根
線
道
路

　

 

改
良
工
事
）に
つ
い
て

愛
荘
町
の
観
光
振
興
に
つ

い
て
今
期
３
度
目
の
質
問

国
道
８
号
バ
イ
パ
ス
道
路

は
完
成
ま
で
に
20
年
と
も

30
年
と
も
言
わ
れ
て
い
る
が
、
今

の
国
道
８
号
御
幸
橋
周
辺
の
渋
滞

を
考
え
る
と
、
そ
ん
な
に
長
く
待

て
な
い
。

　
交
通
渋
滞
の
緩
和
に
向
け
た
道

路
整
備
は
住
民
の
願
い
で
あ
り
、

昭
和
58
年
に
、
関
係
が
あ
る
1
市

4
町
が
、
愛
知
川
右
岸
道
路
整
備

推
進
期
成
同
盟
会
を
設
立
し
た

が
、
そ
れ
以
降
、
ま
っ
た
く
進
ん

で
い
な
い
。
期
成
同
盟
会
の
取
り

組
み
は
。愛

荘
町
合
併
以
降
は
、
湖

東
三
山
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
力
を
入
れ
た
こ

と
が
、
右
岸
道
路
の
早
期
実
現
に

支
障
を
生
じ
さ
せ
た
の
で
は
な
い

か
。

愛
知
川
観
光
協
会
と
秦
荘

観
光
協
会
も
合
併
の
調
整

が
進
ん
で
お
り
、
旧
郡
役
所
は
滋

賀
県
麻
織
物
協
同
組
合
に
業
務
委

託
さ
れ
た
。
近
年
は
、
び
ん
細
工

手
ま
り
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー
等
で
参

拝
者
が
増
加
し
て
い
る
豊
満
神

社
。
太
鼓
や
、
山
芋
と
い
っ
た
町

の
「
た
か
ら
」
が
光
り
輝
き
だ
し

て
い
る
。そ
ん
な
今
だ
か
ら
こ
そ
、

行
政
組
織
に
観
光
課
を
設
置
し
、

町
の
観
光
振
興
を
リ
ー
ド
す
べ
き

と
考
え
る
が
再
考
し
な
い
の
か
。

当
町
の
観
光
振
興
の
た
め

に
、
行
政
と
し
て
観
光
課

を
設
置
す
る
な
ど
行
政
組
織
の
編

成
が
必
要
と
考
え
る
が
町
長
の
考

え
を
問
う
。

右
岸
道
路
早
期
実
現
に
向

け
て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

は

　

行
政
組
織
を
改
め
て
見
直
す
こ

と
は
な
い
が
、
職
員
体
制
の
強
化

を
図
り
、
観
光
振
興
と
物
産
振
興

に
向
け
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

湖
東
三
山
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
は
、
国
の
交
付
金
を
活

用
し
て
、
整
備
促
進
が
さ
れ
た
。

　

右
岸
道
路
事
業
が
一
時
中
断
し

た
要
因
は
、
滋
賀
県
に
お
い
て
、

財
政
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、
財

政
構
造
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る

事
業
見
直
し
が
さ
れ
、
予
算
付
け

が
無
か
っ
た
。
ま
た
、
早
期
に
効

果
の
発
現
で
き
る
事
業
に
予
算
を

重
点
配
分
さ
れ
、
県
道
神
郷
彦
根

線
が
優
先
さ
れ
た
。

　

同
盟
会
が
設
立
さ
れ
長
い
年
月

が
経
過
し
た
が
、
祇
園
神
社
の
移

転
補
償
、
改
良
工
事
、
一
部
地
権

者
の
補
償
等
が
完
了
し
、
一
定
期

間
、
滋
賀
県
で
財
源
が
確
保
さ
れ

な
か
っ
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
今

後
は
県
と
と
も
に
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
地
元
関
係
者
と
事
業
進
捗

に
向
け
た
協
議
を
進
め
て
い
く
。

　

町
長
就
任
以
来
、
県
知
事
や
土

木
部
長
に
対
し
て
右
岸
道
路
事
業

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
明
示
、
そ
し

て
そ
の
共
有
こ
そ
が
事
業
進
捗
の

肝
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
た
。
今
般

　

昨
年
度
は
観
光
物
産
推
進
室
を

設
置
し
、
観
光
物
産
振
興
計
画
の

策
定
、
愛
知
川
・
秦
荘
観
光
協
会

の
合
併
調
整
、
伝
統
産
業
会
館
の

運
営
の
見
直
し
、
湖
東
三
山
館
あ

（
町
長
）

（
建
設
下
水
道
課
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

問問

問

問

問

答

答答

答

森野　 隆森野　 隆 議員議員

早期実現に向けて、
今後のスケジュールを示せ

Q

最短で令和6年度着工と県から示されたA

初
め
て
、
最
短
で
令
和
6
年
度
着

工
と
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
県
か
ら

示
さ
れ
た
。
引
き
続
き
県
道
神
郷

彦
根
線
改
良
事
業
と
と
も
に
、
右

岸
道
路
の
整
備
を
実
現
し
、
長
年

の
懸
案
事
項
で
あ
る
、
国
道
８
号

渋
滞
解
消
・
道
路
環
境
の
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

い
し
ょ
う
の
経
営
見
直
し
プ
ラ
ン

の
策
定
に
取
り
組
ん
だ
。
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①
町
の
現
時
点
で
の
小
・

中
学
校
不
登
校
児
童
生
徒

数
は
何
人
か
。

②
不
登
校
児
童
生
徒
が
増
加
す
る

要
因
は
。

③
社
会
的
自
立
・
登
校
に
向
け
た

切
れ
目
の
な
い
支
援
は
。

①
当
初
予
算
編
成
の
基
本

方
針
と
、
歳
出
の
一
般
財

源
の
伸
び
、
及
び
そ
の
内
容
は
。

②
主
要
な
施
策
、
予
算
措
置
は
。

③
自
然
災
害
対
策
と
防
災
シ
ス
テ

ム
構
築
の
予
算
配
分
は
。

①
月
に
7
日
以
上
の
欠
席
者
数

は
、
小
学
校
10
名
、
中
学
校
34
名
。

（
2
年
1
月
現
在
）

②
要
因
は
、家
庭
に
か
か
る
状
況
、

い
じ
め
を
除
く
友
人
関
係
を
め
ぐ

る
問
題
、
学
業
の
不
振
が
あ
る
。

ま
た
、
本
人
に
か
か
る
要
因
は
、

「
不
安
」
の
傾
向
、「
無
気
力
」
の

傾
向
、「
学
校
に
お
け
る
人
間
関

係
」
に
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

③
児
童
・
生
徒
が
自
ら
の
進
路
を

主
体
的
に
捉
え
て
、
社
会
的
に
自

立
す
る
こ
と
を
目
指
す
必
要
が

あ
る
。
そ
こ
で
、
専
門
ス
タ
ッ
フ

が
連
携
協
力
し
、
組
織
的
な
支
援

体
制
を
整
え
、
不
登
校
に
な
っ
た

き
っ
か
け
や
継
続
理
由
を
的
確
に

把
握
し
、
別
室
登
校
や
保
健
室
登

校
、
放
課
後
登
校
や
親
の
教
育
相

談
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
適
応
指
導
教
室「
フ
レ

①
重
点
戦
略「
ひ
と
づ
く
り
」「
も

の
づ
く
り
」「
ま
ち
づ
く
り
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
必
要
な
施

策
に
対
し
、
重
点
的
に
予
算
配
分

を
し
た
。

　

当
初
予
算
の
歳
出
に
お
け
る
一

般
財
源
の
伸
び
は
、
前
年
度
対

比
４
８
７
６
万
１
千
円
の
減（
▲

0
・
7
％
）
で
、
増
減
の
主
な
も

の
は
、
歌
詰
橋
耐
震
補
強
工
事
に

伴
う
豊
郷
町
へ
の
負
担
金
、
庁
舎

改
修
工
事
及
び
各
特
別
会
計
へ
の

繰
出
金
が
減
額
。
一
方
、
議
会
放

映
シ
ス
テ
ム
の
関
連
機
器
更
新
費

用
、
愛
知
中
学
校
の
大
規
模
増
改

築
工
事
、
湖
東
広
域
衛
生
管
理
組

合
負
担
金
お
よ
び
合
併
特
例
債
等

（
学
校
教
育
担
当
課
長
）

（
町
長
）

問

問

答

答

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の

　
　
　
総
合
支
援
の
推
進

２
年
度
歳
入
・

歳
出
予
算
の
編
成
方
針
・

重
点
事
業
等

徳田　文治徳田　文治 議員議員
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一
年
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制

の
選
択
導
入
が
可
能
に
な
る
が
、

夏
季
休
業
中
に
お
け
る
閉
庁
日
の

設
定
に
よ
り
研
修
日
等
に
偏
り
が

増
し
、
閉
庁
日
以
外
の
休
日
の
ま

と
め
取
り
が
現
実
的
で
は
な
い
の

で
、
現
場
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、

し
ば
ら
く
状
況
を
見
極
め
つ
つ
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
教
育
長
）

答 教
職
員
の
変
形
労
働
制
時

間
制
を
導
入
す
る
の
か

町
民
の
移
動
手
段

（
送
迎
サ
ー
ビ
ス
）支
援
を

山
川
原
消
防
詰
所
の

設
備
工
事
の
改
善
を

町
の
責
任
で

住
宅
改
修
全
般
の

　
助
成
事
業
へ
の
変
更
を

15
歳
以
下
の
子
の

国
保
税
均
等
割
の
廃
止
を

小
・
中
学
校
教
職
員
の
、

現
状
は
、
小
学
校
で
は
月

平
均
45
時
間
、
中
学
校
で
は
月
平

均
60
時
間
で
、
授
業
準
備
が
保
障

さ
れ
な
い
時
間
外
労
働
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
現
状
で
変
形
労
働
時

間
制
を
導
入
す
る
の
か
。

国
保
税
は
、
所
得
割
以
外

に
世
帯
割
（
２
１
５
０
０

円
）
と
均
等
割
（
加
入
者
一
人

２
３
０
０
０
円
）
を
課
税
す
る
仕

組
み
で
あ
る
。
所
得
能
力
を
超
え

た
税
額
と
な
る
た
め
、
義
務
教
育

修
了
ま
で
の
子
の
均
等
割
の
廃
止

を
求
め
る
。

高
齢
者
の
社
会
参
加
や
買

い
物
で
の
外
出
は
喜
ば
し

い
こ
と
。

　
総
合
計
画
に
は
「
移
動
制
約
者

の
日
常
生
活
等
に
お
け
る
移
動
手

段
の
確
保
な
ど
、
時
代
に
則
し
た

新
た
な
交
通
施
策
を
検
討
す
る
」

と
記
述
。
送
迎
サ
ー
ビ
ス
事
業
が

地
域
で
も
取
り
組
め
る
よ
う
支
援

の
検
討
・
研
究
を
提
案
す
る
。

現
在
は
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

改
修
」に
限
定
し
た
事
業
。

　
「
愛
荘
町
中
小
企
業
・
小
規
模

企
業
振
興
基
本
条
例
」
の
具
現
化

と
し
て
、
住
宅
改
修
全
般
の
補
助

事
業
の
実
施
を
求
め
る
。

12
月
議
会
で
下
水
道
宅
内

桝
や
上
水
道
止
水
栓
が

設
置
し
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し

た
。
事
業
の
目
的
達
成
の
観
点
か

ら
も
町
の
責
任
で
改
善
す
る
こ
と

を
求
め
る
。

　

町
職
員
が
、
法
令
や
損
害
保
険

制
度
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
説

明
す
る
と
と
も
に
、
す
で
に
送
迎

サ
ー
ビ
ス
事
業
を
始
め
て
い
る
２

自
治
会
の
先
行
事
例
や
具
体
的
な

手
順
を
紹
介
す
る
な
ど
、
積
極
的

に
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
く
。

　

平
成
21
年
度
に
緊
急
経
済
対
策

と
し
て
、
町
内
産
業
の
活
性
化
と

そ
れ
に
よ
る
雇
用
の
安
定
を
図
る

た
め
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
を
実

施
。
平
成
24
年
度
に
現
行
の
地
域

活
性
化
住
宅
省
エ
ネ
等
改
修
事
業

補
助
金
交
付
要
綱
を
制
定
し
ス
タ

ー
ト
さ
せ
た
。
そ
の
後
対
象
工
事

を
拡
大
し
て
実
施
し
て
き
た
。　

　

新
年
度
も
同
様
の
事
業
規
模
を

予
定
し
て
い
る
。

　

自
治
会
が
消
防
詰
所
を
自
ら
設

置
い
た
だ
い
た
こ
と
を
基
本
に
、

上
水
道
の
使
用
料
に
つ
い
て
も
、

自
治
会
自
ら
が
負
担
い
た
だ
く
よ

う
協
議
し
た
。
現
時
点
で
は
改
め

て
の
工
事
は
考
え
て
い
な
い
。

　

子
ど
も
の
数
が
多
い
ほ
ど
、
そ

の
世
帯
の
保
険
税
負
担
が
増
加

し
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担

が
大
き
く
な
っ
て
い
く
均
等
割
に

つ
い
て
、
子
育
て
世
帯
の
負
担
が

あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
し
か
し
、

子
育
て
世
帯
以
外
の
被
保
険
者
と

の
均
衡
や
財
源
の
確
保
等
が
必
要

と
な
り
、
子
ど
も
の
均
等
割
を
直

ち
に
廃
止
す
る
こ
と
の
課
題
が
あ

る
。

　

子
ど
も
の
均
等
割
の
見
直
し
に

つ
い
て
引
き
続
き
国
へ
要
望
す

る
。

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

問問

問問

問

答

答答

答

辰己　 保 辰己　 保 議員議員

地域における送迎サービス事業への
支援を

Q

送迎サービス事業に
ついて

積極的に地域での取り組みを支援するA

NPO「移動サービスネットワーク」冊子より転載

ン
ズ
愛
荘
」
や
、
夜
間
塾
へ
の
働

き
か
け
を
し
て
、
切
れ
目
の
な
い

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

の
元
金
償
還
の
開
始
に
よ
り
増
額

と
な
っ
た
が
、
全
体
に
は
減
額
で

あ
る
。

②
・「
子
ど
も
・
子
育
て
環
境
の
充

実
」
で
、
フ
ッ
化
物
洗
口
事
業
対

象
者
拡
大
、
学
童
保
育
所
の
民
間

委
託
な
ど
約
４
５
０
０
万
円
。

・「
学
力
向
上
・
教
育
環
境
の
充

実
」
で
、
学
習
環
境
の
創
出

や
学
び
の
環
境
整
備
な
ど
約

2
億
７
０
０
０
万
円
。

・「
健
康
寿
命
の
延
伸
」
で
、
健

康
づ
く
り
の
推
進
や
胃
内
視
鏡
検

査
を
追
加
す
る
な
ど
約
９
４
０
万

円
。

・「
高
齢
者
の
活
躍
」
で
、
高
齢

者
が
活
躍
で
き
る
環
境
整
備
な
ど

約
９
３
０
万
円
。

・「
愛
荘
町
の
魅
力
発
信
」
で
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
じ
た
魅
力
発
信

な
ど
約
２
６
０
０
万
円
。

・「
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」

で
、
防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受
信

機
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
主
要
な
幹

線
道
路
整
備
、
農
業
用
水
等
施
設

の
大
規
模
改
修
調
査
計
画
な
ど
約

4
億
７
６
０
０
万
円
。

・「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
」
で
、
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル

タ
ウ
ン
創
造
事
業
や
地
域
活
性

化
事
業
、
公
共
施
設
な
ど
機
能

の
配
置
最
適
化
検
討
の
た
め
約

６
５
０
０
万
円
。

③
防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機
を

デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
し
た
機
器
に

更
新
す
る
。
防
災
重
点
た
め
池
10

カ
所
の
内
、
残
り
2
カ
所
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
。

　

さ
ら
に
、「
愛
荘
町
防
災
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
」
の
更
新
を
行
い
、
洪

水
・
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
見
直
し
、
新
た
に
た
め
池
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
掲
載
を
行
う
。

教育環境の充実はQ

令和２年度当初予算の
主要な施策について

愛知中学校の大規模増改築工事を実施A
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各
小
学
校
内
に
あ
る
４
学

童
保
育
所
と
愛
荘
町
小
学

校
区
学
童
保
育
所
（
や
す
ら
ぎ
）

に
つ
い
て
は
、
４
月
か
ら
「
シ
ダ

ッ
ク
ス
大
新
東
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー

ビ
ス
㈱
」
が
一
括
し
て
指
定
管
理

を
受
け
、
運
営
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。初
め
て
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

ま
た
、
ラ
ポ
ー
ル
秦
荘
け
ん
こ
う

プ
ー
ル
に
は
ス
ポ
ー
ツ
学
童
が
あ

り
、「
プ
―
ル
の
指
定
管
理
者
㈱

リ
ン
ク
ワ
ー
ク
ス
」
が
運
営
し
て

い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
次
の
質
問

を
す
る
。

①
そ
れ
ぞ
れ
の
２
年
度
の
入
所
人

数
と
待
機
児
童
の
状
況
。

②
障
害
児
入
所
の
受
け
入
れ
。

③
２
年
度
の
「
支
援
員
・
補
助
員

の
体
制
や
常
勤
・
パ
ー
ト
の
体

制
」に
対
す
る
考
え
を
求
め
る
。

④
シ
ダ
ッ
ク
ス
が
管
理
運
営
す
る

５
学
童
保
育
所
に
お
い
て
、
今

ま
で
の
保
護
者
会
運
営
と
比
較

し
て
ど
こ
が
変
化
す
る
の
か
。

⑤
町
と
し
て
、
保
護
者
の
意
見
を

ど
の
よ
う
に
吸
い
上
げ
る
の

か
。

⑥
学
童
保
育
の
目
的
「
子
ど
も
の

健
全
な
育
成
」
の
た
め
に
、
町

が
責
任
を
持
っ
て
会
社
と
密
接

に
関
わ
る
こ
と
を
求
め
る
。

地
域
共
生
社
会
に
お
け
る

行
政
の
役
割
つ
い
て
の
見

解
を
求
め
る
。

健
康
元
気
も
り
も
り
教
室

は
、
気
軽
に
行
け
介
護
予

防
に
な
る
取
り
組
み
だ
が
、
２
年

度
か
ら
開
催
日
が
週
５
日
か
ら
週

３
日
、
開
催
場
所
は
５
施
設
か
ら

２
施
設
、
無
料
か
ら
１
回
100
円
の

受
講
料
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
事

業
内
容
を
変
更
を
し
な
い
こ
と
を

求
め
る
。

  

福
祉
施
策
の
充
実
を
図
り
つ

つ
、
制
度
の
狭
間
で
対
応
で
き
な

い
ケ
ー
ス
な
ど
を
ケ
ア
で
き
る
体

制
整
備
に
、
取
り
組
ん
で
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に

は
町
全
体
・
中
学
校
区
・
各
自
治

体
・
よ
り
身
近
な
場
所
な
ど
重
層

的
な
ケ
ア
体
制
を
構
築
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
、
住
民
の
福
祉
活
動

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
。

  

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る

仲
間
づ
く
り
・
健
康
づ
く
り
を
通

じ
て
、
生
き
が
い
と
居
場
所
に
重

点
を
お
い
た
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ

の
展
開
へ
と
進
め
て
い
き
た
い
。

①
愛
知
川
小
学
校
区
学
童
保
育
所

が
60
人
、
愛
知
川
東
小
学
校
区

学
童
保
育
所
が
53
人
、
秦
荘
東

小
学
校
区
学
童
保
育
所
が
28
人
、

秦
荘
西
小
学
校
区
学
童
保
育
所

が
26
人
、
愛
荘
町
小
学
校
区
学

童
保
育
所
が
40
人
、
ス
ポ
ー
ツ

学
童
保
育
所
が
21
人
で
、
合
計

２
２
８
人
。
待
機
児
童
は
な
い
。

②
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。

③
支
援
員
・
補
助
員
の
体
制
は
、

１
ク
ラ
ス
に
つ
き
２
人
以
上
の

配
置
を
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
シ
ダ
ッ
ク
ス
が
直
接
雇

用
す
る
。
常
勤
か
パ
ー
ト
か
の

雇
用
形
態
は
、
面
接
を
行
い
希

望
を
聞
き
な
が
ら
調
整
し
て
い

く
と
伺
っ
て
い
る
。
町
は
、
シ

ダ
ッ
ク
ス
を
指
導
・
監
督
す
る
。

④
保
護
者
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
。

お
や
つ
・
活
動
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
な
ど
基
礎
的
な
内
容
に
つ
い

て
統
一
が
図
ら
れ
る
。支
援
員
・

補
助
員
研
修
の
充
実
に
よ
り
サ

ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
取
り
組

ん
で
も
ら
う
。
支
援
員
・
補
助

員
の
人
員
確
保
の
対
応
が
で
き

る
体
制
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
シ

ダ
ッ
ク
ス
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か

し
た
運
営
が
期
待
で
き
る
。

⑤
指
定
管
理
に
関
す
る
協
定
書
で

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

（
福
祉
課
長
）

（
福
祉
課
長
）

（
子
ど
も
支
援
課
長
）

問

問

問

答

答

答

学
童
保
育
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健康元気もりもり教室

公
共
施
設
（
建
物
）
個
別

施
設
計
画
を
推
進
し
て
い

く
な
か
で
、
そ
の
上
位
に
あ
た
る

第
２
次
町
総
合
計
画
や
、
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
な
ど
を
含
む

他
の
計
画
と
の
考
え
方
や
、
か
か

わ
り
に
つ
い
て
連
携
し
て
い
る
の

か
尋
ね
る
。

２
町
合
併
時
に
計
画
さ
れ

た
新
町
ま
ち
づ
く
り
計
画

は
、
多
く
の
項
目
が
総
合
計
画
に

反
映
さ
れ
て
い
る
一
方
、
ま
っ
た

く
記
述
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
構
築

に
向
け
て
検
討
し
て
い
る

事
項
が
、
個
別
施
設
計
画
の
策
定

を
大
き
く
左
右
さ
せ
る
こ
と
は
あ

る
の
か
尋
ね
る
。

個
別
施
設
計
画
を
推
進
し

て
い
く
過
程
で
、
考
え
方

の
す
べ
て
を
整
理
し
て
町
民
へ
の

説
明
を
す
る
の
か
ど
う
か
。

　

平
成
30
年
度
に
策
定
し
た
第
２

次
総
合
計
画
は
本
町
の
ま
ち
づ
く

り
の
最
上
位
計
画
で
あ
り
、
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
的
目
標
を
示
す
基

本
構
想
と
、
そ
の
実
現
の
た
め
の

施
策
を
体
系
的
に
示
し
た
基
本
計

画
の
二
層
構
造
で
構
成
し
て
い

る
。

　

こ
の
総
合
計
画
の
基
本
構
想
に

お
い
て
、
様
々
な
施
策
を
推
進
し

て
い
く
に
あ
た
っ
て
、
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
推
進
施
策
を
定
め
て
お

り
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
お
よ
び
個

別
施
設
計
画
を
定
め
て
位
置
づ
け

と
し
て
お
り
、
他
の
計
画
と
連
携

さ
せ
て
い
る
。

　

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
構
築

は
、
ま
ち
の
将
来
像
を
実
現
す
べ

く
、
次
な
る
時
代
を
見
据
え
た
新

た
な
魅
力
あ
る
都
市
構
造
を
創
造

し
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
見
え
る
化

を
行
い
、
新
た
な
ま
ち
の
方
向
性

を
共
有
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
両
者
は
、
そ
の

狙
い
や
目
的
、
検
討
対
象
を
異
に

す
る
も
の
で
あ
り
、
単
純
に
そ
の

関
係
性
を
比
較
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
が
、
一
般
論
と
し
て
は
新

た
に
計
画
を
作
成
す
る
場
合
は
、

既
存
の
計
画
等
と
の
整
合
性
を
図

り
つ
つ
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

　

庁
舎
等
の
あ
り
方
検
討
委
員
会

に
お
い
て
、
具
体
の
方
向
性
が
定

ま
っ
て
い
な
い
公
共
施
設
を
対
象

　

総
合
計
画
は
町
全
体
を
視
野
に

入
れ
て
策
定
し
て
お
り
、
個
別
施

設
計
画
は
住
民
・
団
体
・
有
識
者

に
入
っ
て
も
ら
い
町
有
施
設
全
体

を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
か
と
い

う
と
こ
ろ
で
策
定
し
て
い
る
も
の

で
あ
る
。

　

こ
の
総
合
計
画
を
踏
ま
え
た
な

か
で
個
別
施
設
計
画
の
具
体
化
に

向
け
て
、
庁
舎
等
あ
り
方
検
討
委

員
会
に
諮
問
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

（
総
務
担
当
政
策
監
）

（
町
長
）

（
副
町
長
）

（
町
長
）

問問

問問

答

答答

答

外川　善正外川　善正 議員議員
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利
用
者
の
ニ
ー
ズ
把
握
を
行
い
、

町
と
協
議
を
し
て
改
善
に
努
め

る
と
定
め
て
い
る
。
町
が
学
童

保
育
所
内
に
意
見
箱
を
設
置
し
、

保
護
者
の
意
見
の
把
握
に
努
め

て
い
る
。
引
き
続
き
電
話
や
来

庁
で
直
接
の
相
談
や
意
見
を
受

け
る
体
制
を
取
る
。

⑥
定
期
的
に
町
と
シ
ダ
ッ
ク
ス
と

の
会
議
を
開
催
し
、
必
要
な
時

に
は
適
宜
連
携
す
る
と
と
も
に
、

適
切
に
運
営
さ
れ
る
よ
う
指

導
・
助
言
を
行
う
。

る
。

　
そ
の
一
つ
に
新
町
の
整
備
に
は

特
定
地
域
に
偏
る
こ
と
な
く
全
体

の
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
す
る
。ま
た
、

公
共
交
通
の
充
実
な
ど
が
明
記
さ

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
総

合
計
画
に
も
関
連
す
る
計
画
で
は

記
述
さ
れ
て
い
な
い
。

　
こ
の
個
別
施
設
計
画
を
進
め
て

い
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
が
、
町

の
将
来
を
見
据
え
30
年
、
40
年
先

の
町
の
大
き
な
構
想
を
提
示
す
る

な
か
で
、
本
計
画
を
進
め
る
べ
き

と
思
う
が
、
町
長
の
考
え
を
尋
ね

る
。

に
順
次
検
討
す
る
予
定
で
あ
り
、

検
討
委
員
会
の
資
料
や
協
議
概
要

な
ど
の
検
討
過
程
に
つ
い
て
も
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
す
る
と

と
も
に
検
討
状
況
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
住
民
へ
の
説
明
に
つ
い
て
も

検
討
す
る
。

事業内容の変更をしないことを
求める。

Q

健康元気もりもり教室

自主活動グループの展開を推し進める
ため、変更する

A
瀧　すみ江瀧　すみ江 議員議員

地
域
共
生
社
会

健
康
元
気
も
り
も
り
教
室

第２次愛荘町総合計画などと
リンクできているか

Q

愛荘町公共施設個別施設
計画の進め方は

関連する他の計画と連携し、整合性を
図っている

A
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　町内小・中学校の児童・生徒 13人が子ども議員になり、議長が進行して一般質問をし、
子ども議会宣言を全会一致で採択しました。

子ども議会
開催される。

　
　
子
ど
も
議
会
宣
言

　　
私
た
ち
子
ど
も
議
員
は
、
愛
荘
町
の
「
人
が
輝
き
人

が
育
つ　
未
来
を
拓
く　
愛
荘
の
教
育
」
の
理
念
を
大

切
に
、
小
学
生
・
中
学
生
の
代
表
と
し
て
次
の
こ
と
を

宣
言
し
、
各
学
校
で
、
こ
の
精
神
に
基
づ
い
て
、
主
体

的
な
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

一
、　

愛
荘
町
の
未
来
を
担
う
一
人
と
し
て
、
自
分
を

鍛
え
、
勉
強
や
芸
術
ス
ポ
ー
ツ
に
ど
ん
ど
ん
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
す
。

一
、　

一
人
ひ
と
り
が
ル
ー
ル
を
守
り
、
い
じ
め
の
な

い
安
心
で
き
る
学
校
を
作
り
ま
す
。

一
、　

お
互
い
の
気
持
ち
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
地

域
の
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
ま
す
。

一
、　

愛
荘
町
の
恵
ま
れ
た
自
然
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
誇
り
に
思
い
、
ふ
る
さ
と
の
環
境
を
大
切
に

し
ま
す
。

　
令
和
２
年
１
月
22
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愛
荘
町
子
ど
も
議
会

　今回の議会で町のことについてよく
知ることができました。議場のはりつ
めた空気に緊張しましたが、議長を務
めさせていただき、とても良い経験に
なりました。ありがとうございました。

小
こ

林
ばやし

　歩
あゆ

実
み

 議長（秦荘中学校）

私
た
ち
は
、
４
月
か

ら
秦
荘
中
学
校
に
自

転
車
で
通
学
し
ま
す
。
秦
荘
中

学
校
の
先
輩
た
ち
が
か
ぶ
っ
て

お
ら
れ
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
、
全

体
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
お
お
わ

れ
て
い
て
、
夏
場
は
と
て
も
暑

そ
う
に
見
え
ま
す
。

　
最
近
自
転
車
で
び
わ
瑚
を
一

周
さ
れ
て
い
る
方
々
が
か
ぶ
っ

て
い
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
、
涼
し

そ
う
に
見
え
、
軽
く
で
き
て
い

る
と
も
聞
き
ま
す
。

　
４
月
か
ら
の
新
し
い
学
校
生

活
が
よ
り
安
全
で
快
適
な
も
の

に
な
る
よ
う
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

新
し
い
時
代
に
あ
っ
た
も
の
に

見
直
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を

要
望
し
ま
す
。

町
を
好
き
に
な
る

た
め
に
「
タ
ウ
ン

マ
ッ
プ
」
の
作
成
を
提
案
し

ま
す
。
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

は
、
町
内
外
の
小
中
学
生
に

町
の
こ
と
を
よ
り
詳
し
く

知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
た
く
さ
ん
の
人
に

手
に
取
っ
て
も
ら
え
る
た
め

に
、
３
つ
の
こ
と
を
提
案
し

ま
す
。

１
．
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
表

紙
に
す
る
こ
と
。

２
．
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
用
紙

を
つ
け
る
こ
と
。

３
．
町
内
の
小
中
学
生
全
員

に
配
布
す
る
こ
と
。

問

問

新
し
い
ヘ
ル
メ
ッ
ト

愛
荘
町
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
、み
な
さ
ん
の
命
・

安
全
を
守
る
た
め
に
と
て
も
重
要
な

役
割
を
も
っ
て
い
ま
す
。
町
内
で
も
、

自
転
車
通
学
を
し
て
い
る
中
学
生
の

登
下
校
に
お
い
て
、
交
通
事
故
も
少

な
く
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
「
自
転
車
で
の
び
わ
湖
一
周
び
わ

イ
チ
」
で
か
ぶ
っ
て
い
る
よ
う
な
ヘ

ル
メ
ッ
ト
は
、
機
能
性
が
よ
く
、
夏

場
も
涼
し
く
、
快
適
な
つ
く
り
で
、

形
も
大
変
か
っ
こ
い
い
で
す
。

　

中
学
生
の
み
な
さ
ん
が
安
全
に
登

下
校
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
う
と
と

も
に
快
適
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
予
算
に
つ
い

て
も
検
討
し
な
が
ら
、
導
入
を
考
え

て
い
き
ま
す
。

　

町
で
は
、
町
の
魅
力
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
、「
ガ
イ
ド
マ
ッ

プ
」、「
た
の
し
い
旅
ガ
イ
ド
愛

荘
ぐ
る
り
」、「
中
山
道
愛
知
川

宿
ま
ぢ
め
ぐ
り
」
な
ど
の
観
光

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
観

光
施
設
な
ど
に
設
置
し
て
い
ま

す
。

　

現
在
は
こ
れ
ら
を
活
用
し
た

Ｐ
Ｒ
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
提
案
い
た
だ
い
た
表
紙
の

作
成
や
配
布
方
法
な
ど
に
つ
い

て
、
今
後
の
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
等

作
成
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

（
教
育
振
興
課
）

答

答
（
農
林
商
工
課
）

　私は子ども議会に出ることができ、普段でき
ない体験ができ、とてもうれしかったです。ま
た、私たちの質問に対し、丁寧に答弁していた
だき、ありがとうございました。

　私は、とても良い経験になったと思いました。当
日には、友達が来ていておどろきました。文章を作
るのはとても大変だったけれど、しっかり読めたの
でよかったです。

子ども議会 一般質問 ここがききたい！

2425

（愛知川小学校）

（秦荘東小学校）

堀
ほり

　　瑚
こ

夏
なつ

 議員

水
みず

野
の

　翔
しょう

天
ま

 議員

志
し

野
の

向
ひ ま わ り

日葵 議員

吉
よし

田
だ

　穂
ほの

香
か

 議員

　私にとって初めての提案でした。とてもきんちょ
うしたけど、リハーサルより前を見て発表すること
ができました。今回、経験したことを作文や発表な
どに生かしたいと思います

　初めての小中学生合同議会だったので、愛荘
町をより良くするための意見や思いをたくさん
知れてよかったです。
　僕たちの質問に真剣に答えてくださりうれし
かったです。

子ども議会　議長・議員名簿
小こ

林ば
や
し　

歩あ
ゆ

実み

秦
荘
中
学
校

秦
荘
東
小
学
校

愛
知
川
小
学
校

秦
荘
西
小
学
校

愛
知
川
東
小
学
校

秦
荘
中
学
校

愛
知
中
学
校

水み
ず

野の　
翔し
ょ
う

天ま

議　
長

議　
員

吉よ
し

田だ　
穂ほ
の

香か

堀ほ
り　
　
瑚こ

夏な
つ

士し

野の

向ひ
ま
わ
り
日
葵

小お

原は
ら　
温あ
つ

志し

浅あ

居さ
い　
奏か
な
汰た

中な
か

村む
ら　
睦む

蔵さ
し

地ち

原は
ら　
悠ゆ
う
人と

向こ

角す
み　
映え

南み

上か
ん

林ば
や
し　
汰た
い

生せ
い

細ほ
そ

江え　
晟せ
い

司じ

桂か
つ
ら

田だ　
勇い
さ

希き

1月22日
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子ども議会 一般質問 ここがききたい！

私
が
病
院
に
行
っ
た

と
き
に
は
、
中
学
生

ま
で
が
医
療
費
助
成
の
対
象
な

の
で
、
安
心
し
て
住
め
る
町
だ

と
実
感
し
て
い
ま
す
。
そ
の
反

面
、
自
分
が
高
校
生
に
な
っ
た

と
き
の
こ
と
を
考
え
る
と
不
安

に
な
り
ま
す
。

　
今
、
町
は
若
い
人
々
が
少
し

ず
つ
増
え
て
い
る
と
学
習
し
ま

し
た
。し
か
し
、今
後
よ
り
い
っ

そ
う
人
口
増
加
・
地
域
活
性
化

の
た
め
に
少
し
で
も
子
育
て
し

や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
子
育
て
医
療
費
の
助

成
を
高
校
生
ま
で
対
象
に
す
る

こ
と
が
、
住
み
よ
い
町
に
す
る

効
果
的
な
方
法
だ
と
考
え
ま
す

が
、
答
弁
を
求
め
ま
す
。

町
で
は
中
学
３
年
生

の
夏
休
み
に
、
ア
メ

リ
カ
へ
の
姉
妹
都
市
交
流
事
業

を
実
施
い
た
だ
い
て
お
り
、
私

た
ち
の
学
年
で
も
何
人
も
の
生

徒
が
参
加
し
た
い
と
い
う
意
思

を
も
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

３
年
生
に
と
っ
て
は
、
部
活
動

と
夢
架
橋
の
ど
ち
ら
か
を
あ
き

ら
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
生
徒

も
い
ま
す
。

　
部
活
動
で
良
い
結
果
を
残
せ

る
よ
う
毎
日
の
部
活
動
に
取
り

組
む
生
徒
も
、
夢
架
橋
に
む
け

て
英
語
の
学
習
に
一
生
懸
命
取

り
組
む
生
徒
も
、
ど
ち
ら
の
思

い
も
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
理
由
か
ら「
夢
架
橋
」

の
実
施
時
期
を
変
更
す
る
こ
と

を
求
め
ま
す
。

愛
知
中
学
校
で
は
、

部
活
動
に
熱
心
に

取
り
組
み
、
秋
季
大
会
で
は
、

結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
練
習
試
合

や
遠
征
に
赴
き
、
経
験
を
積

み
、
団
結
を
高
め
て
き
た
成

果
だ
と
思
い
ま
す
。
試
合
会

場
に
向
か
う
た
め
、
庁
用
バ

ス
を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

助
か
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
生
徒
数
の
減
少

か
ら
部
員
数
も
減
少
し
て
き

て
お
り
、
庁
用
バ
ス
の
運
用

に
は
人
数
規
定
も
あ
り
、
部

に
よ
っ
て
は
使
用
で
き
ず
、

練
習
試
合
や
遠
征
に
参
加
で

き
な
い
部
も
出
て
き
て
い
ま

す
。

　
以
上
の
理
由
か
ら
「
庁
用

バ
ス
」
の
運
用
に
つ
い
て
検

討
を
お
願
い
し
ま
す
。

問

問

問

子
育
て
医
療
費
の
助
成
を
高
校
生
ま
で

夢
架
橋
を
２
年
生
に
し
て
ほ
し
い

庁
用
バ
ス
の
運
用
に
つ
い
て

　

姉
妹
都
市
交
流
派
遣
事
業

夢
架
橋
は
、
ウ
エ
ス
ト
ベ
ン

ト
市
へ
、
毎
年
夏
休
み
に
町

内
中
学
校
３
年
生
を
派
遣
し
、

異
文
化
理
解
を
深
め
、
国
際

社
会
に
対
応
で
き
る
人
材
の

育
成
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ご
指
摘
の
と
お

り
夢
架
橋
へ
の
応
募
を
あ
き

ら
め
て
い
る
生
徒
が
い
る
こ

と
も
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
と
い
う
実
施
時
期
に

つ
い
て
は
、
現
行
の
夏
休
み

期
間
中
が
最
善
で
あ
り
、
変

更
す
る
こ
と
は
考
え
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
３
年
生
が
参
加

を
あ
き
ら
め
ざ
る
を
得
な
い

現
状
が
存
在
す
る
こ
と
を
重

く
受
け
止
め
、
２
年
生
を
対

象
学
年
に
追
加
ま
た
は
変
更

す
る
こ
と
も
含
め
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

町
が
保
有
す
る
庁
用
バ
ス
は

多
く
の
団
体
が
利
用
さ
れ
、
ほ

ぼ
毎
日
、
い
ず
れ
か
の
バ
ス
が

稼
動
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

庁
用
バ
ス
の
部
活
動
利
用
に

つ
い
て
近
隣
市
町
の
状
況
は
、

本
町
の
よ
う
に
学
校
と
の
協
議

で
独
自
の
ル
ー
ル
を
設
け
、
県

内
外
へ
の
練
習
試
合
な
ど
利
用

で
き
る
市
町
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
ま
た
、
１
台
の
バ
ス

を
１
回
運
行
す
る
に
は
、
約

３
万
５
千
円
の
経
費
が
か
か
り
、

そ
の
費
用
は
、
住
民
皆
さ
ん
の

税
金
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え

て
、
庁
用
バ
ス
運
行
管
理
規
則

に
基
づ
き
、
学
校
と
協
議
し
な

が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
が
、

乗
車
人
員
に
つ
い
て
は
、
現
行

の
ま
ま
で
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

（
ま
ち
づ
く
り
協
働
課
）

答

答

　

子
育
て
の
し
や
す
い
環
境

を
整
え
、
子
ど
も
た
ち
が
、

安
心
し
て
必
要
な
医
療
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
平
成
26
年

10
月
か
ら
中
学
卒
業
ま
で
の

医
療
費
無
料
化
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

高
校
卒
業
の
年
齢
ま
で
対

象
に
す
る
こ
と
を
検
討
し
ま

し
た
が
、
小
・
中
学
生
に
比

べ
行
動
範
囲
が
県
外
に
も
拡

大
す
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
、

関
係
機
関
と
の
調
整
な
ど
多

く
の
課
題
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

高
校
生
の
年
齢
に
な
る
と
、

中
学
生
よ
り
は
体
力
と
免
疫

力
を
よ
り
保
つ
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
現
時
点
に
お
い
て

は
、
高
校
卒
業
の
年
齢
ま
で

を
対
象
に
す
る
こ
と
は
考
え

て
お
り
ま
せ
ん
。

（
住
民
課
）

答

（
経
営
戦
略
課
）

上
かん

林
ばやし

　洸
たい

生
せい

 議員
（秦荘中学校）

細
ほそ

江
え

　晟
せい

司
じ

 議員
（愛知中学校）

桂
かつら

田
だ

　勇
いさ

希
き

 議員
（愛知中学校）

　僕は、子ども議会に出席して議
会の進め方、愛荘町の行政など
様々なことを学びました。今日学
んだことを日々の生徒会活動で生
かしていきたいです。貴重な体験
ができて楽しかったです。

　僕は、今回の子ども議会で議員さん
の大変さを知ることができ、愛荘町を
よりよくするために議員さんを含め多
くの方が日々頑張っておられるのを身
をもって感じることができました。こ
のような機会を設けていただき、本当
にありがとうございました。

　子ども議会に参加して、いろ
いろな事を決めておられる議場
で、自分の抱く思いを質問で
き、緊張しましたが、貴重な体
験をすることができてよかった
です。

2627

子ども議会 一般質問 ここがききたい！

豊
か
な
自
然
と
町

の
人
と
の
関
わ
り

を
考
え
る
と
、
つ
な
が
り
を

も
ち
に
く
い
現
状
で
あ
る
と

感
じ
ま
す
。

　
僕
た
ち
は
、
町
が
進
め
て

い
る
毎
週
水
曜
日
の
ノ
ー
メ

デ
ィ
ア
デ
ー
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
メ
デ
ィ

ア
と
の
関
わ
り
を
減
ら
す
た

め
に
も
、
自
然
と
つ
な
が
る

機
会
を
増
や
す
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
ま
す
。

　
町
を
住
み
や
す
い
町
に
す

る
た
め
に
も
、
人
と
自
然
と

が
調
和
で
き
る
環
境
づ
く
り

は
不
可
欠
だ
と
考
え
ま
す
が
、

答
弁
を
求
め
ま
す
。

町
に
は
い
く
つ
か

の
商
業
施
設
が
あ

り
ま
す
。衣
類
や
靴
、ス
ポ
ー

ツ
用
品
等
を
買
う
の
は
町
外

の
商
業
施
設
で
あ
り
、
距
離

や
時
間
を
考
え
る
と
大
変
不

便
で
す
。

　
町
を
も
っ
と
住
み
や
す
い

町
に
す
る
た
め
に
、
土
地
を

提
供
し
、
商
業
施
設
を
誘
致

す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

商
業
施
設
を
誘
致
す
る
こ
と

で
利
用
客
が
増
え
、
今
よ
り

も
活
気
あ
ふ
れ
る
町
に
な
る

と
予
想
で
き
ま
す
。
大
型
商

業
施
設
を
誘
致
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
た
く
さ
ん
良
い
こ
と

が
あ
り
、
町
が
よ
り
住
み
や

す
く
な
る
こ
と
が
願
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代

は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
を
は
じ
め
す
べ
て
の
教

科
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
使
っ
て

学
習
す
る
こ
と
は
必
要
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用

し
た
家
庭
学
習
は
、
多
く
の

映
像
や
資
料
を
使
っ
て
詳
し

く
解
説
し
て
く
れ
ま
す
。
映

像
の
方
が
理
解
が
深
ま
り
、

予
習
復
習
に
も
活
用
で
き
る

と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
使
っ
た
学
習

を
学
校
で
も
で
き
れ
ば
、
も

っ
と
意
欲
が
わ
き
学
習
が
楽

し
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
。

　
今
後
町
に
お
い
て
中
学
生

一
人
ひ
と
り
が
パ
ソ
コ
ン
を

使
い
楽
し
く
学
習
で
き
る
こ

と
を
望
み
ま
す
。

問

問

問

人
と
自
然
が
調
和
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

商
業
施
設
を
誘
致

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
充
実

　

町
で
は
企
業
誘
致
の
Ｐ
Ｒ
を

し
て
い
ま
す
。

　

商
業
施
設
を
含
め
た
企
業
が

町
に
来
る
こ
と
は
３
つ
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

①
雇
用
を
生
む
こ
と
。

②
個
人
消
費
が
増
え
、
地
域
が

活
性
化
す
る
。

③
企
業
か
ら
税
金
が
入
り
、
税

金
が
増
え
る
と
住
民
サ
ー
ビ
ス

に
お
金
を
充
て
る
こ
と
が
で
き
、

住
民
生
活
が
潤
う
。

　

町
が
ど
の
よ
う
な
誘
致
を
進

め
て
い
く
の
か
、
検
討
の
最
中

で
あ
り
、
町
や
そ
こ
に
住
む
人

に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
商

業
施
設
等
の
誘
致
を
進
め
ら
れ

る
よ
う
、
努
力
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
令
和
の
教
育
改
革

を
進
め
て
お
り
、
将
来
を
見

据
え
た
安
全
・
安
心
で
快
適

な
教
育
環
境
づ
く
り
に
努
め

て
い
ま
す
。
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
に
つ
い
て
は
、
町
内
６

小
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の

充
実
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
環
境
整
備
に
よ

り
、
２
年
４
月
か
ら
始
ま
る

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
導

入
に
備
え
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
っ
た
授
業
を

増
や
し
、
将
来
的
に
は
タ
ブ

レ
ッ
ト
導
入
の
調
査
・
研
究

を
進
め
、
意
欲
が
わ
き
理
解

を
深
め
、
情
報
モ
ラ
ル
を
正

し
く
学
べ
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

（
農
林
商
工
課
）

答

答

　

町
は
、
美
し
い
自
然
環
境
が

農
業
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
産

業
を
発
展
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

森
林
に
は
、
森
林
浴
の
よ
う
な

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ
か
に
も
、

木
材
を
生
産
し
た
り
、
水
源
を

守
っ
た
り
、
土
砂
災
害
を
防
止

し
た
り
、
多
様
な
生
物
の
す
み

か
に
な
っ
た
り
な
ど
、
私
た
ち

に
役
立
つ
た
く
さ
ん
の
機
能
が

あ
り
ま
す
。

　

遊
歩
道
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

情
報
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
一

人
で
も
多
く
の
人
に
自
然
に
親

し
ん
で
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と

で
、
人
が
森
を
守
り
、
森
が
人

を
守
る
「
人
と
自
然
が
調
和
で

き
る
町
づ
く
り
」
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

（
農
林
商
工
課
）

答

（
教
育
振
興
課
）

（愛知川東小学校）

（秦荘西小学校）

中
なか

村
むら

　睦
む

蔵
さし

 議員

小
お

原
はら

　温
あつ

志
し

 議員

地
ち

原
はら

　悠
ゆう

人
と

 議員

浅
あさ

居
い

　奏
かな

汰
た

 議員

向
こ

角
すみ

　映
え

南
み

 議員
（秦荘中学校）

　僕は、今まで人前で話すことが苦手だったけれ
ど、子ども議会を経験して、少し克服できました。
子ども議会が、自分にとってとてもプラスの経験
になったと思います。

　練習の時はあまりきんちょうしなかったけど、
本番ではやっぱりけっこうきんちょうしました。
発表の時に声を出そうとがんばり、練習の成果を
出すことができました。よかったです。

　子ども議会に出て緊張しました。でも質問を上
手に言えたし、実際に答弁もしてもらえたし、と
ても良い経験になりました。愛荘町がよりよい町
になってほいいです。

　子ども議会を終えて、僕はすごく大きな達成感
をもっています。本番では緊張してまちがえた部
分もあったけど、練習を何度もくり返した成果が
出て、ほめてもらえたのでうれしかったです。

　貴重な経験をさせて頂き感謝してい
ます。子ども議会で学んだことを生か
して、愛荘町民の一人として、故郷の
ために何ができるかを考え、行動して
いける人になりたいです。



　　　　

　
　

愛荘町議会だより
2020.5

　

こ
の
３
月
を
も
ち
ま
し
て
私
た
ち
議
員
も
任

期
の
半
分
を
終
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
も
ひ
と
え
に
町
民
皆
様
方
か
ら
の
ご
支
援
の

賜
物
と
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
１
月
22
日
に
は
子
ど
も
議
会
が

愛
知
川
庁
舎
議
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小
中

学
校
の
児
童
生
徒
た
ち
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

視
線
で
町
に
対
す
る
質
問
や
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
我
々
大
人
で
は
見
え
な
い
問
題
点
な

ど
子
ど
も
な
ら
で
は
の
考
え
を
発
表
し
て
い
た

だ
き
、
勉
強
さ
せ
ら
れ
る
意
見
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。
私
た
ち
議
員
も
こ
の
子
ど
も
議
員

に
負
け
な
い
よ
う
、
よ
り
い
っ
そ
う
愛
荘
町
の

た
め
に
働
か
せ
て
い
た
だ
く
思
い
を
強
固
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

澤
田　

源
宏　

記

【
発
行
責
任
者
】

　
　
　
　
議
長　
河
村　
善
一

【
広
報
常
任
委
員
会
】森

野　
　
隆

村
西　
作
雄

澤
田　
源
宏

村
田　
　
定

伊
谷　
正
昭

瀧　
す
み
江

委　
員　
長

副
委
員
長

委
員

委
員

委
員

委
員
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愛荘町ホームページから愛荘町ホームページから
http://www.town.aisho.shiga.jphttp://www.town.aisho.shiga.jp

トップページのここをクリックトップページのここをクリック

インターネットでも
 配信しています！

議会動画配信

会議時間の詳しくは事務局へお問い合わせください。
議会事務局 ： TEL

FAX
42ｰ7670
42ｰ7698

（内容　事務事業の進捗状況）
16月   9日（火）	 総務産業建設常任委員会　総務部門	 9：00〜
16月 10日（水）	 総務産業建設常任委員会　産業建設部門	 9：00〜
16月 11日（木）	 教育民生常任委員会　　民生部門　　	 9：00〜
16月 12日（金）	 教育民生常任委員会　　教育部門	 9：00〜

◎16月   4日（木）  一般質問（6月議会開会）　　 　  　　　　 10：00〜
◎16月   5日（金）  議案審議　　　　　　　　  　　  　　　　9：00〜
◎16月 19日（金）  議案審議（6月議会閉会）　     　　　　　  10：00〜

常任委員会（場所　第1委員会室）

本会議（場所 議場）

新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、本会議・委員会の一般傍聴を中止します。
また予定が急遽変更になる場合があります。

６
月
定
例
会
の
予
定

愛荘町ホームページから
http://www.town.aisho.shiga.jp

トップページのここをクリック

左から議員１５年以上在職者　吉岡ゑミ子議員
　　　議員３０年以上在職者　竹中秀夫議員・辰己保議員

全国町村議会議長会より愛荘町議会では３人が自治功労者として表彰を受けました


